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い
き
い
き
シ
ニ
ア
世
代
に
聞
き
ま
し
た
。

9
月
18
日
は
「
敬
老
の
日
」。

こ
の
日
を
前
後
し
て
、
ご
長
寿
を
祝
う
催
事
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
ら
し
く
輝
く
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
健
康
の
秘
訣
を
聞
き
ま
し
た
。

市
内
最
高
齢
の
矢
口
さ
ん

衰
え
な
い
「
好
奇
心
」

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
9
月
14

日
、
市
内
最
高
齢
者
と
な
っ

た
矢
口
古こ

と登
さ
ん
（
豊
科
南
穂
高
・

１
０
６
歳
）
に
長
寿
を
祝
し
て
記
念

品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

古
登
さ
ん
は
木
曽
郡
出
身
。
結
婚

し
て
安
曇
野
に
移
り
住
み
、
夫
と
農

業
を
し
な
が
ら
6
人
の
子
ど
も
を
育

て
ま
し
た
。現
在
、孫
は
10
人
。ひ
孫

は
18
人
い
ま
す
。
古
登
さ
ん
の
長
寿

の
秘
訣
に
つ
い
て
、
長
男
の
健た
け
ひ
こ

陽
児

さ
ん
は
、「
母
は
読
書
や
書
道
に
親

し
み
、
好
奇
心
は
年
齢
を
重
ね
て
も

衰
え
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
す
。
古
登

さ
ん
は
若
い
こ
ろ
か
ら
読
書
家
で
、

最
近
も
推
理
小
説
を
楽
し
ん
だ
そ
う

で
す
。
身
体
は
自
由
が
利
か
な
く
な

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
心

に
張
り
合
い
を
持
っ
て
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
生
活
の
秘
訣
は
？

市
の
平
均
寿
命（
注
１
）は
、男

性
80
・
9
歳
、
女
性
87
・
9
歳

と
男
女
と
も
に
80
歳
を
超
え
、
元
気

に
暮
ら
し
て
ゆ
く
こ
と
の
重
要
性
が

増
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

神
谷
健
さ
ん
（
84
）
は
現
役
の
医

師
。
開
業
し
て
40
年
お
世
話
に
な
っ

た
地
元
の
皆
さ
ん
と
楽
し
み
た
い
と
、

昨
年
か
ら
地
元
の
敬
老
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
。健
康
の
秘
訣
は
、「
毎
日

少
し
ず
つ
の
運
動
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
趣
味
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
も
張
り
合

い
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
愛
好
す
る
丑

山
虎
雄（
79
）さ
ん
。「
仲
間
と
の
楽

し
い
会
話
が
健
康
の
秘
訣
。
大
勢
で

競
技
が
で
き
て
幸
せ
」と
、運
動
だ
け

で
な
く
、人
と
の
触
れ
合
い
が
若
々
し

さ
を
生
む
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

山
崎
宏
子
さ
ん（
78
）も
、交
流
が

健
康
の
秘
訣
だ
と
語
り
ま
す
。「
高

齢
者
は
移
動
手
段
が
限
ら
れ
ま
す
。

近
く
に
公
民
館
な
ど
の
集
ま
る
場
が

あ
る
こ
と
が
と
て
も
助
か
り
ま
す
」。

地
域
で
行
わ
れ
る
体
操
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
お
聞
き
し
た
皆
さ
ん
に
共
通

す
る
の
は
、
身
体
を
定
期
的
に
動
か

す
こ
と
、
地
域
活
動
を
通
じ
た
人
と

の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
で
す
。

現
在
の
平
和
で
豊
か
な
国
や
地
域

を
築
い
て
い
た
だ
い
た
シ
ニ
ア
世
代

の
皆
さ
ん
。
笑
顔
の
絶
え
な
い
日
々

が
末
長
く
続
き
ま
す
よ
う
に
。

インタビュー◎健康長寿の秘訣

趣味を生かし、少しずつ運動
神谷 健

けん

 さん（84 歳）

交流する「場」があること
山崎 宏子 さん（78 歳）

仲間との楽しい会話
丑
うしやま

山 虎雄さん（79 歳）

マレットゴルフや体操
などの運動に親しむシ
ニア世代も多い。（写真：
９月 23 日 豊科水辺公
園マレットゴルフ場）

敬老の日を前後して、多くの
地域で敬老会が開かれ、地
域交流が図られた。（写真：
新田区敬老会 9 月 24 日 安
曇野スイス村サンモリッツ）

健康長寿のまちづくりを全力で

市民一人一人が健康で充実した毎日を過ごすことは、まちづくりの基本で
す。市の高齢化率は 30.1％となり、3 割の市民が 65 歳以上という時代になり
ました。市では、皆さまが年齢を重ねても健康でご活躍いただけるよう、「健
康長寿のまちづくり」を重点施策の一つに挙げ、受診率向上の取り組み、後
期高齢者の人間ドック助成、介護予防の活動を行う団体への補助、入浴料金
割引券の交付など、さまざまな事業を展開しています。皆さまがいつまでも
地域でいきいき暮らせるまちづくりに全力で取り組みます。

安曇野市長 宮澤 宗弘

（注１） 平成 22 年 厚生労働省「市区町村別生命表」

健
康
長
寿
の
秘
訣
は

何
で
す
か
？

宮澤市長の言葉に「ありがとうございます」
と受け答えする矢口さん。市では、敬老の
日を前後して、本年度 88 歳を迎える 575
人と、100 歳を迎える 40 人に記念品を贈
りました。
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平
成
28
年
度
　
　

決
算
公
表

平
成
28
年
度
の
各
会
計
の
決
算
と
、

決
算
を
元
に
し
た
市
の
財
政
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算

は
、
将
来
都
市
像
実
現
の
た
め
の
施

策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、「
安
曇
野
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基

づ
く
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
編
成
を
行

い
、
４
２
７
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
決
算

は
、
歳
入
４
１
６
億
３
２
０
０
万
円
、
歳
出

４
０
９
億
２
７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
前
年
度
と
の
比
較

平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
、
前

年
度
対
比
１・１
％
減
の
４
１
６
億
３
２
０
０
万

円
、
歳
出
決
算
額
は
前
年
度
対
比
０・９
％
減

の
４
０
９
億
２
７
０
０
万
円
で
、
形
式
収
支
は

７
億
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
度
に

繰
り
越
す
べ
き
財
源
６
９
０
０
万
円
を
除
い
た
実

質
収
支
は
、
６
億
３
６
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入個

人
市
民
税
は
納
税
義
務
者
の
増
加
、
固

定
資
産
税
で
は
新
増
築
家
屋
と
償
却
資

特
例
事
業
債
の
減
額
等
に
よ
り
３
億
５
０
０
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

諸
収
入
等
は
、
繰
越
明
許
費
・
事
故
繰
越
し

３
億
１
８
０
０
万
円
の
繰
越
金
の
減
少
な
ど
に

対
し
て
、
三
郷
図
書
館
建
設
事
業
基
金
繰
入
金

１
億
円
、
減
債
基
金
繰
入
金
３
億
７
０
０
０
万

円
の
増
加
等
で
５
億
７
０
０
０
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

総
務
費
は
、
地
域
振
興
基
金
積
立
金
2
億

円
の
増
額
に
対
し
、
穂
高
・
三
郷
・
堀

金
支
所
等
整
備
事
業
8
億
９
８
０
０
万
円
の
減

額
な
ど
に
よ
り
、
9
億
８
９
０
０
万
円
の
減
額

に
な
り
ま
し
た
。

民
生
費
は
、
生
活
保
護
扶
助
費
８
３
０
０
万

円
の
減
額
な
ど
に
対
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金

２
億
５
２
０
０
万
円
、
保
育
園
建
設
事
業
（
ア

ル
プ
ス
・
明
科
南
・
三
郷
北
部
・
た
つ
み
）

４
億
５
５
０
０
万
円
の
増
額
な
ど
に
よ
り

８
億
４
４
０
０
万
円
の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

衛
生
費
は
、
安
曇
野
市
水
道
事
業
第
１
次
拡

張
事
業
出
資
金
９
０
０
０
万
円
の
減
額
な
ど
に

よ
り
６
１
０
０
万
円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
は
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
交

付
金
８
９
０
０
万
円
の
増
額
に
対
し
、
農
村
漁

村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
８
３
０
０
万

円
な
ど
の
減
額
に
よ
り
２
億
８
４
０
０
万
円
の

減
額
に
な
り
ま
し
た
。

商
工
費
は
、
安
曇
野
市
山
岳
環
境
整
備

産
の
増
加
に
よ
り
2
億
１
６
０
０
万
円
の
増

額
、
法
人
市
民
税
は
電
子
部
品
デ
バ
イ
ス
製
造

業
、
産
業
用
電
気
機
械
器
具
製
造
業
の
落
ち
込

み
と
税
率
変
更
に
よ
り
８
３
０
０
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

譲
与
税
関
係
で
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金
が

１
億
７
１
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、
合
併
算
定
替
と
一
本
算
定

と
の
差
額
の
縮
減
が
始
ま
り
、
初
年
度
と
な
る

28
年
度
は
10
％
の
縮
減
率
で
１
億
４
１
０
０
万

円
の
減
額
、
全
体
で
は
４
億
３
２
０
０
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

使
用
料
、
手
数
料
、
分
担
金
お
よ
び
負
担
金

は
、
道
路
復
旧
費
原
因
者
負
担
金
６
４
０
０
万

円
、
土
地
改
良
事
業
地
元
分
担
金
２
３
０
０
万

円
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
８
４
０
０
万
円
の
減

額
に
な
り
ま
し
た
。

国
県
支
出
金
は
、
地
域
住
民
生
活
緊
急
支
援

の
た
め
の
交
付
金
事
業
な
ど
の
減
額
に
よ
り
、

９
２
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

市
債
は
、
穂
高
・
三
郷
・
堀
金
支
所
等
整
備

事
業
8
億
２
０
０
万
円
、
豊
科
公
民
館
大
規
模

改
修
工
事
６
億
９
４
０
０
万
円
な
ど
、
旧
合
併

基
金
積
立
金
1
億
１
９
０
０
万
円
の
減
額

な
ど
に
対
し
、
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
整
備
事
業

７
億
２
６
０
０
万
円
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、

5
億
９
１
０
０
万
円
の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

土
木
費
は
、
市
道
新
設
改
良
事
業

１
億
５
５
０
０
万
円
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、

４
億
３
０
０
０
万
円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
費
は
、
消
防
団
詰
所
新
築
工
事

４
２
０
０
万
円
の
増
額
な
ど
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル

同
報
系
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
５
１
０
０
万

円
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
１
５
０
０
万
円
の
減
額

に
な
り
ま
し
た
。

教
育
費
は
、
三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
５
億
３
７
０
０
万
円
の
増
額
な
ど
に
対
し
、

豊
科
公
民
館
大
規
模
改
修
７
億
２
６
０
０
万
円
、

穂
高
幼
稚
園
大
規
模
改
造
２
億
３
０
０
０
万
円

な
ど
の
減
額
に
よ
り
、
３
億
４
５
０
０
万
円
の
減

額
に
な
り
ま
し
た
。

一般会計の歳入（前年度比）
歳入　416億3,200万円（1.1％減）

歳入目的別内訳

一般会計の歳出（前年度比）
歳出　409億2,700万円（0.9％減）

歳出目的別内訳

●グラフの説明
歳入（内訳）
地　方　税　市民税や固定資産税など
地方交付税　全国どこの市町村でも一定の

サービスが受けられるように
するため、人口や税収などに
応じて国から配分される普通
交付税と個別の財政需用に対
する特別交付税がある

国県支出金　市の事業に対し、国や県から
交付された助成金

諸　収　入　貸したお金の返済金や預金利
子など

市　　　債　施設整備の財源となる市の借
入金

譲 与 税 等　国が徴収した税の配分金など

歳出（内訳）
議　会　費　議会の運営に使う経費
総　務　費　人事、徴税、戸籍、選挙、交

通安全など、市の総括的な事
務事業に使う経費

民　生　費　障がい者福祉、児童福祉、高
齢者福祉、福祉医療、国民年
金など福祉全般に使う経費

衛　生　費　健診や予防接種、ごみ処理な
ど、安全で衛生的な生活のた
めに使う経費

農林水産業費　農道や農地の整備、農業や林
業の活性化などに使う経費

商　工　費　商工業や観光の振興に使う経
費

土　木　費　道路、橋りょうや河川、公園
の整備運営などに使う経費

消　防　費　消防活動・水防対策に使う経
費 

教　育　費　教育全般に使う経費
公　債　費　市の借入金（市債）の返済費用

や利息の支払い

　

歳　

入

　

歳　

出

※グラフ１、2 は 100 万円未満
四捨五入により、合計額は一
致しません。

※グラフ 2 の構成比について
は、単位未満四捨五入により
100％になりません。

（グラフ1）
（グラフ２）

市税
11,893 百万円

28.6％

地方譲与税等
2,401 百万円

5.8％

地方交付税
10,928 百万円

26.2％
分担金および負担金

680 百万円
1.6％

使用料および手数料
360 百万円

0.9％

繰越金
789 百万円

1.9％

その他
2,433 百万円

5.8％総務費
5,914 百万円

14.4％

民生費
12,514 百万円

30.6％

衛生費
2,357 百万円

5.8％農林水産業費
2,199 百万円

5.4％

商工費
2,825 百万円

6.9％

土木費
4,498 百万円

11.0％

消防費
1,444 百万円

3.5％

教育費
4,046 百万円

9.9％

災害復旧費
9 百万円

0.0％
公債費

4,785 百万円
11.7％

議会費　267 百万円　0.7％

労働費　70 百万円　0.2％

国県支出金
5,790 百万円

13.9％

繰入金
2,189 百万円

5.3％

市債
4,170 百万円

10.0％

歳入決算額歳出決算額

特集 ● 平成 28年度 決算
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旧
合
併
特
例
事
業
債
の

活
用
状
況
と
地
方
債
の
残
高

平
成
28
年
度
の
地
方
債
の
借
入

は
、
41
億
７
０
０
０
万
円
で
、
こ
の
内

21
億
７
２
０
０
万
円
が
旧
合
併
特
例
事

業
債
で
す
。
平
成
28
年
度
の
活
用
事
業

は
、
表
2
の
と
お
り
で
す
。
各
会
計
の

地
方
債
の
残
高
は
、
グ
ラ
フ
3
の
と
お

り
で
す
。
一
般
会
計
は
、
豊
科
公
民
館

大
規
模
改
修
等
の
事
業
完
了
に
よ
り
、

借
入
は
前
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
下
水
道
事
業
会
計
は
、
償
還

が
進
み
、徐
々
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
等
の
決
算
状
況

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決

算
状
況
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

公
営
企
業
会
計

水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計

平
成
28
年
4
月
か
ら
、
下
水
道
事
業

も
地
方
公
営
企
業
と
し
て
の
会
計
処
理

を
行
い
、
初
め
て
の
決
算
と
な
り
ま
し

た
（
図
1
‐
1
、
1
‐
2
）。

水
道
、
下
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
く
料
金
や
使
用
料
で
運
営

を
行
い
ま
す
が
、
各
事
業
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
水
道
事
業
の
黒
字

3
億
４
３
６
７
万
円
は
後
年
度
の
設
備

更
新
の
た
め
に
、
下
水
道
事
業
の
黒
字

4
億
８
１
７
２
万
円
は
企
業
債
償
還
の

た
め
に
積
み
立
て
ま
す
。

市
の
財
政
状
況
を
計
る

「
健
全
化
判
断
比
率
」

自
治
体
の
財
政
状
況
の
健
全
性
を
計

る
指
標
と
し
て
「
健
全
化
判
断
比
率
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
比
率
に
は
、
図
2

に
示
し
た
4
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
と
き

に
算
出
さ
れ
る
「
実
質
赤
字
比
率
」「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」
に
つ
い
て
は
、
市

は
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
指

標
を
算
定
し
始
め
て
か
ら
赤
字
と
な
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
借
入
金
の
返
済
等
の
割
合
を

示
す
「
実
質
公
債
費
比
率
」「
将
来
負

担
比
率
」
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
る

財
政
再
建
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
水
準
（
早
期
健
全
化
基
準
：
実

質
公
債
費
比
率
25
・
0
％
、
将
来
負
担

比
率
３
５
０
％
）
を
大
幅
に
下
回
る
比

率
を
維
持
し
て
い
ま
す
（
図
2
、
グ
ラ

フ
4
）。

な
お
、健
全
化
判
断
比
率
に
基
づ
き
、

一
般
会
計
に
関
わ
る
地
方
債
発
行
残

高
４
１
７
・
６
億
円
の
う
ち
、
市
の
実

質
的
負
担
額
を
試
算
す
る
と
、
約
34
・

9
億
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
各
指
標
等
か
ら
市
の
財
政

状
況
を
見
た
と
き
、
現
時
点
で
財
政
運

営
上
の
課
題
等
は
表
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●一般会計および特別会計（表 1）

●旧合併特例事業債の活用状況（表２）

●地方債の残高（グラフ３）●財政の健全化判断比率（図２）

●健全化判断比率の推移（グラフ４）

●水道事業会計・下水道事業会計（図 1-1）

主な取り組み
〇上長尾配水池耐震工事・・・2億 520 万円
拠点配水池である上長尾配水池（三郷地域）
の建設工事（平成 29 年 12 月しゅん工予定）
〇老朽管布設替工事・・・2億 2,181 万円
経年劣化している水道管を耐震管へ布設替
えする工事
〇漏水調査・・・919 万円
有収率向上のため、穂高・明科・三郷地域
での実施

主な取り組み
〇特定環境保全公共下水道事業・1億5,227万円
穂高有明・牧地域の下水道整備工事
〇流域下水道事業・・・8,792 万円
終末処理場（アクアピア）の施設更新費用の
一部負担金
〇防災対策事業・・・184 万円
災害などに備え、非常用発電機２台購入

水道料金　17 億 5,069 万円 一般会計繰入金など　27 億 1,467 万円

建設改良費　5億 5,898 万円 企業債償還金　7億 7,893 万円 企業債償還金　21 億 3,595 万円

不足額　12 億 7,343 万円

減価償却費　10 億 8,131 万円

不足額　14 億 6,522 万円

収益的収支（税抜き）

資本的収支（税込み）

１年間の経営成績を明らかにします。収入と支出の差引から利益が計算されます。

施設を建設・更新するための支出と、その財源となる収入等を示します。

●収入　22億 638 万円

●収入　6,448 万円 ●収入　9億 5,411 万円

●支出　24 億 1,933 万円●支出　13 億 3,791 万円

●支出　18 億 6,271 万円 ●支出　37 億 9,321 万円

●収入　42 億 7,493 万円
下水道使用料　15 億 6,026 万円

維持管理経費　6億 764 万円　　借入金の利息　1億 7,376 万円

加入分担金　6,448 万円

維持管理経費　11 億 901 万円　　　借入金の利息　7億 2,995 万円

企業債　2億 2,350 万円

建設改良費　2億 8,338 万円　

一般会計繰入金　5億 6,802 万円

純利益　3億 4,367 万円

不足額は損益勘定留保資金（※）などで補いました
不足額は損益勘定留保資金などで補いました

受益者負担金など　1億 6,259 万円

減価償却費　19 億 5,425 万円　　純利益　4億 8,172 万円

その他収入　4億 5,569 万円

※損益勘定留保資金・・・施設の減価償却費など現金の支出を必要としない企業内部で留保される資金

会計名 最終予
算　額

決算時の
予算現額 決算額 予算現額に

対する増減

一般会計
41,167 41,689 歳入 41,632 △ 57

歳出 40,927 762

特
別
会
計

国民健康保険特別会計
12,331 12,331 歳入 12,355 24

歳出 11,877 454

後期高齢者医療特別会計
1,049 1,049 歳入 1,052 3

歳出 1,031 18

介護保険特別会計
8,681 8,681 歳入 8,685 4

歳出 8,545 136

上川手山林財産区特別会計
3 3 歳入 3 0

歳出 2 1

北の沢山林財産区特別会計
1 1 歳入 1 0

歳出 1 0

有明山林財産区特別会計
1 1 歳入 1 0

歳出 0 1

富士尾沢山林財産区特別会計
1 1 歳入 1 0

歳出 0 1

穂高山林財産区特別会計
1 1 歳入 1 0

歳出 0 1

産業団地造成事業特別会計
1 1 歳入 1 0

歳出 1 0

観光宿泊施設特別会計
29 29 歳入 29 0

歳出 29 0

合計
63,264 63,787 歳入 63,761 △ 26

歳出 62,413 1,374

※決算額については、単位未満四捨五入しています。
※決算時の予算現額とは、当該年度の予算に前年度からの繰越明許費繰越額および事故繰越し繰越

額を加えたものになります。

平成 28 年度
合併特例債　計 2,171.9 
地域振興基金積立金 190.0 
庁舎建設事業（穂高支所） 296.2 
保育所建設事業（アルプス） 209.0 
保育所建設事業（明科南） 106.9 
保育所建設事業（三郷北部） 80.7 
保育所建設事業（たつみ） 30.7 
しゃくなげの湯整備事業 714.9 
市道新設改良 22.4 
豊科支所跡地整備事業 127.1 
三郷交流学習センター建設事業 394.0 

普通会計 下水会計 農集排会計 水道事業会計 全会計合計 臨時財政対策債
※H28~ 下水会計に含む

50,000
88,993

40,041

36,967
37,727 38,582

41,666 42,081 41,757

34,69935,214

15,269 8,396 15,629

7,618

1,398

36,929

9,660 14,671

1,504

9,032
14,040

1,608

13,615

10,276

1,709

87,577 89,131 87,089 84,074
45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

100,000

90,000

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

百万円
H24 H25 H26 H27 H28

（単位：百万円）

（単位：百万円）

健
全
財
政

財
政
悪
化

早期健全化基準（※1） 財政再生基準（※2）

①実質赤字比率
　普通会計の赤字割合

③実質公債費比率
　年間の借入金返済額の割合

②連結実質赤字比率
　一般会計、特別会計、企業会
　計の全ての会計の赤字割合

④将来負担比率
　将来負担が見込まれる負債
　の割合

（※１）早期健全化基準を 1項目でも上回った場合は、改善に係る個別の事項について、外部
監査を受けなければなりません。

（※２）財政再生基準を 1項目でも上回った場合は、議会の議決を経て財政再生計画を定め、
総務大臣の同意を得なければ、一部を除き地方債を借りることができなくなるなど、
国の管理下のもと財政の健全化が厳しく求められることになります。

健全段階 早期健全化段階 再生段階

12.02％

17.02％

20.0％

30.0％

25.0％

350.0％

35.0％

安曇野市は黒字
のため数値なし

安曇野市は黒字
のため数値なし

安曇野市
　9.6％
（前年度10.5％）

安曇野市
　22.2％
（前年度22.5％）

47.1

63.7 61.2

49

35 33
25.1 2014.4 14.4 13.6 12.9

12 11.7 10.7 10.5 9.6
15 22.5 22.2

実質公債費比率 将来負担比率

70
60
50
40
30
20
10
0
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（図 1-2） 下水道事業水道事業
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活 力あるまちづくりに向け、産業振興、
農業の担い手育成など地域を元気にす

る事業に取り組みました。しゃくなげの湯など、
市民や観光客が集う施設の整備や市内企業を
支援するホームページを開設しました。地域資
源活用型新商品開発推進支援モデル事業は、
県の元気づくり支援金と併用できたため減額
しました。水力発電推進事業は、地域の合意
形成が得られず中止となった事業があったた
め減額しました。建設業技術者資格取得費補
助金交付事業は、市内建設業者に資格取得予
定調査を実施し、資格取得者数を見込みまし
たが、実績と乖離したため減額しました。

地 下水の保全・涵
かんよう

養および適正利用の取
り組みや自主防災組織などの体制強化

に取り組みました。また、地域の課題解決の
ため、地域と行政の連携強化のほか、市民サ
ービスの充実を基本に健全財政を維持するた
めの経費削減と事務事業の効率化に取り組み
ました。ふるさと寄附者との繋がり事業は、
昨年度の寄附者に対し、寄附額の１割（上限
１万円）のクーポン券を送付していますが、
クーポン券の利用率が低調であったため減額
しました。豊科支所跡地駐車場整備は、舗装
工事期間の見直しにより 5,638 万円を減額し、
平成 29 年度予算で再計上しました。人権の
つどい講演会は、講師派遣費用の削減を図り、
低予算で実現できたため減額しました。

健 康診断の受診率向上や健康寿命延伸
に向けた事業に取り組みました。ま

た、住み良いまちにする拠点地域等住宅購
入費助成は、平成 28 年度に創設した事業で、
建物完成後の申請のため、年度前半の申請
が低調で、当初予算と乖

か い り

離が生じました。

国 際感覚豊かな人を育てるほか、子育て
支援策の充実や移住定住促進などに取

り組みました。移住者向けおためし住宅の設
置は、草取り等の管理委託料を計上しました
が、職員が実施するなど経費の節減に努めた
ことにより減額となりました。

安曇野しゃくなげの湯

コミュニティ FM 市政情報放送業務

クラムザッハ訪問

平和のつどい

市歌健康体操

三郷交流学習センター（完成予想図）

果樹栽培支援事業 431万円 （461万円）

玉ねぎ機械化体系支援事業 397万円 （644万円）

安曇野の里湧水探索路改修工事 2,744万円 （3,697万円）

ファインビュー室山　大浴場改修工事 1億1,102万円 （1億1,393万円）

ほりでーゆ～四季の郷改修工事 3,614万円 （4,823万円）

小水力発電推進事業 599万円 （3,600万円）

産業振興ポータルサイト構築事業 410万円 （470万円）

地域資源活用型新商品開発推進支援モデル事業 51万円 （200万円）

「朝が好きになる街」ブランドづくり事業 400万円 （400万円）

宿泊バスツアー助成事業 273万円 （440万円）

安曇野しゃくなげの湯整備事業 9億8,600万円（10億2,207万円）

建設業技術者資格取得費補助金交付事業 41万円 （320万円）

家族介護者介護慰労金支給事業 2,965万円 （3,350万円）

保養施設等入浴券交付事業 877万円 （795万円）

穂高・三郷福祉センター管理運営事業 3,338万円 （3,338万円）

後期高齢者医療人間ドック助成事業 1,164万円 （1,147万円）

健康づくり推進員による市歌体操普及 35万円 （40万円）

若年者健診　　 318万円 （338万円）

高齢者インフルエンザ予防接種 6,947万円 （7,916万円）

デマンド交通システムの運用 6,615万円 （7,678万円）

空き店舗等活用促進事業 1,375万円 （1,734万円）

拠点地域等住宅購入費助成 1,720万円 （3,500万円）

平和推進事業（広島平和祈念式典への中学生派遣他）  164万円 （195万円）

東金市との青少年交流事業　　　 　 31万円 （24万円）

国際姉妹都市クラムザッハ訪問事業 287万円 （570万円）

移住相談窓口の設置 163万円 （221万円）

移住者向けおためし住宅の設置 25万円 （117万円）

子育て応援手当給付事業 3,790万円 （4,018万円）

子ども発達支援相談事業 403万円 （436万円）

福祉医療費給付事業 5億2,283万円 （5億2,217万円）

不妊・不育症治療費助成事業 1,893万円 （1,470万円）

臨時福祉給付金の給付 3億3,982万円 （3億4,800万円）

自立支援給付 12億9,634万円（12億6,566万円）

障害児通所支援 6,721万円 （4,376万円）

遊びの教室 258万円 （316万円）

ひきこもり支援事業 100万円 （101万円）

明科南保育園建設事業 1億1,466万円 （1億8,528万円）

防災機能強化（小中学校体育館等非構造部材耐震化） 3億8,263万円 （4億2,413万円）

三郷交流学習センター建設事業 5億6,633万円 （5億9,460万円）

博物館の出前展示事業 48万円 （50万円）

南部総合公園再整備、新体育館整備基本計画策定及び積立 1億920万円 （1億1,341万円）

水環境基本計画策定業務 2,076万円 （2,102万円）

総合的な安全・安心対策のための啓発  50万円 （50万円）

防犯灯設置事業（ＬＥＤ化更新）  4,890万円 （5,962万円）

第二次環境基本計画の策定 339万円 （473万円）

エコアクション２１認証・登録  89万円 （95万円）

安曇野市立地適正化計画策定業務委託 778万円 （1,600万円）

公園のバリアフリー化等整備 758万円 （1,000万円）

安曇野市公営住宅等長寿命化計画に基づく改修工事 1,870万円 （2,845万円）

第７分団第１部詰所新築工事 4,244万円 （3,956万円）

自主防災組織支援事業  236万円 （283万円）

ふるさと寄附者との繋がり事業 554万円 （1,180万円）

豊科支所跡地駐車場整備 3,758万円 （9,631万円）

コミュニティＦＭ市政情報放送業務   842万円 （902万円）

穂高支所建築工事 3億2,139万円 （3億2,139万円）

人権のつどい講演会 32万円 （77万円）

証明書コンビニ交付 1,430万円 （1,739万円）

中信四市選挙啓発（18 歳選挙権） 18万円 （33万円）

活力あふれるまちづくり

健康長寿のまちづくり

豊かな人を育むまちづくり

環境を守り、安全・安心なまちづくり

 協働によるまちづくりと行政サービスの向上

※ 単位未満は四捨五入しています。
※ 当初の予算額は、（　）内に記載。

平成28年度

主な事業の決算
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市の職員数や給与などの状況を公表します

人事行政の運営等の状況
　市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき職員数や給与などの状況についてお知らせします。

問職員課 471・2405　671・5155

●職員の任免
および職員数に関する状況

（1）職員の採用および退職の状況
　　平成 28 年度退職者 29 人　　平成 29 年４月採用者 17 人

（2）職員数の状況

●職員の勤務時間その他勤務条件の
　状況

●職員の研修の状況（平成28年度）

（1）勤務時間の状況
原則として１日 7 時間 45 分（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分・

休憩時間を除く）勤務です。休日は原則として土・日、祝日
年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）です。

（2）年次休暇の取得状況
平成 28 年中の一人当りの平均取得日数は 8.6 日でした。

（3）育児休業の取得状況
平成 29 年 4 月 1 日現在育児休業中の職員は 28 人でした。

●特別職の報酬等の状況
　（平成29年4月1日現在）

●安曇野市職員の退職後の再就職状況

●職員の分限および懲戒処分の状況

●非常勤（臨時）職員数の状況

●賃金等の決算状況

●職員の福祉および利益の保護の状況（注）地方公共団体定員管理調査の数値です。職員数は一般職に属
する職員数であり、休職者などを含み、臨時または非常勤職員を
除いています。

（注）　国、県と同じ支給割合です。

（注）１　分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができない
　　場合に行われる処分で、公務能率の維持を目的とします。いわ
　　ゆる「病気休職」等です。
２　懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問
　　うための処分で、公務における規律と秩序を維持することを目
　　的とします。
３　訓告等とは、懲戒処分ではないが、自己の行為に対しての責任
　　を自覚させ、将来を戒め職務遂行に対する姿勢の改善等を目的
　　とします。

（注）代替登録職員等の各課管理の職員は除きます。

（1）健康診断などの実施状況
定期健康診断等受診者数　134人　人間ドック受診者数　480人
＊がん検診は健康診断や人間ドックの受診時に実施しています。
＊休職者などは希望があった場合に実施しています。

（2）職員互助会の設置および活動状況 
地方公務員法第 42 条に基づき安曇野市職員互助会を設置し、
職員の健康増進、体力向上、その他福利厚生に関する事業を実
施しています。
・互助会名称　　安曇野市職員互助会・長野県市町村職員互助

会（会員数　731 人）
・職員互助会費　　給料月額の 3.5/1000　　 ・市負担金　給料

月額の 3.0/1000　 （市負担金総額 830 万円）
・平成 28 年度決算額　　収入 4,679 万円　支出 3,561 万円
（支出の主な内訳：県互助会掛金・負担金 1,412 万円、県互助
会からの給付金 1,170 万円、職員スポーツ大会 19 万円）

・平成 29 年度予算額　　5,044万円　（うち市負担総額 807 万円）
（3）公務災害の認定状況

公務や通勤途上の災害により負傷または死亡した場合には、一
定の補償が行われます。
公務災害認定・・・・2 件　　　　通勤公務災害・・・・0 件

（4）不利益処分に関する不服申し立ての状況等
勤務条件に関する措置の要求、不利益処分に関する不服申し立
てはありませんでした。

●職員給与の状況

部　門 職員数 対前年
増減数Ｈ 28.4.1 H29.4.1

一 般 行 政

議会 6 6 0
総務 169 175 6
税務 50 48 － 2
民生 165 167 2
衛生 65 63 － 2
労働 1 1 0

農林水産 53 52 － 1
商工 20 19 － 1
土木 62 62 0
小計 591 593 2

特 別 行 政 教育 74 72 － 2

公営企業等
水道 19 19 0

下水道 12 11 － 1
その他 37 40 3
小計 68 70 2

合計 733 735 2

区　分 月　　額 期末手当

給料 市　長 928,000 円 （平成 28 年度支給割合）
6 月期　1.50 月分

12 月期　1.75 月分
　　  計　3.25 月分
加算措置　　40％

副市長 768,000 円

報酬
議　長 459,000 円
副議長 383,000 円
議　員 360,000 円

（5） 職員の初任給の状況（平成 29 年４月１日現在）

（2）職員給与費の状況（平成 29 年度一般会計予算）（1）人件費の状況（普通会計決算）

（3）ラスパイレス指数（給与水準）の状況

（4）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成29年４月１日現在）

（6） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　   （平成 29 年４月１日現在）

区     分
経　験　年　数

７年以上
10年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

一　般
行政職

大学卒 240,788円 312,507円 354,229円 371,999円
高校卒 212,400円 288,025円 319,800円 356,600円

（7） 職員の手当の状況　
○期末手当・勤勉手当（平成 28 年度）

○その他の手当

平成 28 年度分限処分者数および懲戒処分者数等　

  ○退職手当（平成 29 年４月１日現在）

区　分 安曇野市 長野県 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分 20.445月分 25.55625月分 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分
職務の級による調整額の加算措置　有

区　分 支給割合
期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.80 月分
12 月期 1.375 月分 0.90 月分

計 2.6 月分 1.7 月分
職務の級による加算措置　5 ～ 15％

分限処分者 懲戒処分者 訓告等免職 休職 降任 降格 小計 免職 停職 減給 戒告 小計
0 5 0 0 5 0 0 0 0 0 27

手当名 内　　　　　　容 手当名 内　　　　　　容

扶養手当

主として職員の扶養を受けて生活している親族のあ
る職員に支給されます。
○配偶者　月額 10,000 円　○子　月額 8,000 円

（15 歳～ 22 歳の子は１人につき 5,000 円加算）
○父母等　月額 6,500 円

管理職手当 職制上の段階により支給

時間外勤務手当 時間外の勤務 1 時間につき、給料月額を基本とし
た時間単価の 125％～ 160％を支給

寒冷地手当

11 月～３月の各月に支給
○扶養親族のある世帯主　月額　17,800 円
○扶養親族のない世帯主　月額　10,200 円
○その他の職員　　　　　月額　 7,360 円

特殊勤務手当

○感染症等防疫作業手当　日額 500 円
○行旅死病人取扱手当　1 件 1,500 円～ 2,500 円
○犬猫等死体処理作業手当　1 件 500 円
○野犬等処理作業手当　　1 件 500 円
○福祉業務手当　　日額 300 円または 500 円

通勤手当

○交通機関利用の場合
　通勤に要する運賃相当額（月額 55,000 円限度）
○自動車等を利用の場合　（片道 2Km 以上）月額
　2,000 円～（片道 60Km 以上）月額 31,600 円

住居手当 借家等の場合　月額 27,000 円限度

住民基本台帳人口
平成 29 年３月 31 日現在 98,014 人

歳出額（Ａ） 40,919,763 千円
実質収支 635,543 千円

人件費（Ｂ） 5,539,373 千円
人件費率

（Ｂ／Ａ） 13.5%

職員数 給与費 １人当たり
給与費

（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） （Ｂ／Ａ）
731人 2,636,075千円 330,898千円 1,019,270千円 3,986,243千円 5,453千円

（注）人件費には特別職（市長等、審議会委員
など）に支給される給料、報酬等を含みます。

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給
料を 100 とした場合の給与水準を示す指数で
す。

（注）職員手当には退職手当を含みません。当初予算に計上された額です。

（注）平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合
計したものです。

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
安曇野市 312,109円 347,882円 42歳10月 － － －
長野県 337,966円 394,804円 45歳3月 284,409円 304,072円 58歳3月

区　分 安曇野市 全国市平均
28 年度 96.7 99.1

 区　　分 安曇野市 長野県 国

一般行政職
大学卒 178,200円 188,200円

総合職　191,700円
一般職　178,200円

高校卒 146,100円 153,300円 一般職　146,100円

区　分 種　類 のべ人数
集合研修 新規採用職員研修、ハラスメント防止研修　等 2,853人
出張研修 中堅行政職員研修、説明力向上研修　等 138人
派遣研修 国・県等への派遣研修 5人

区　分
職員数（人）

H27.4.1 H28.4.1 H29.4.1
合計 708 733 727

区　分 26 年度 27年度 28 年度
賃金（A） 1,321,002千円 1,429,546千円 1,453,075千円

社会保険料等
事業主負担金額

（B）
191,330千円 204,569千円 216,349千円

合計（A ＋ B） 1,512,332千円 1,634,115千円 1,669,424千円

平成28年度
退職者数

再就職先
再就職者

合計
自営業・
不明等本市再任

用職員
市非常
勤職員

民間企
業等

29 14 0 6 20 9
（注）上記退職者数には、再就職先の届出義務のない職員が含まれています。

（人）

（人）

（人）
（平成 28 年度）
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■
安
曇
野
・
筑
北
間
が
４
分
短
縮　
「
新
矢や
ご
せ越
ト
ン
ネ
ル
」
完
成

■
夕
暮
れ
時
の
事
故
を
防
ご
う　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

■
男
女
共
同
参
画
の
県
民
大
会　

市
内
１
社
１
団
体
に
表
彰

国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
（
明
科

潮
沢
区
矢
越
‐
筑
北
村
滝
上
峡
間

１
・
８
㌔
）
の
主
要
事
業
で
あ
る
新

矢
越
ト
ン
ネ
ル
・
滝
上
大
橋
が
完
成

し
、
開
通
式
が
9
月
23
日
、
現
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
発
注
者
の
長
野
県
を
は

じ
め
、
市
が
加
盟
す
る
国
道
４
０
３

号（
千
曲
安
曇
野
間
）道
路
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
の
関
係
者
な
ど
約
１
４
０
人

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
出
陣

式
が
9
月
21
日
、
市
堀
金
総
合
体
育

館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
安
曇
野
交
通
安
全
協
会
や
警
察
、

市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
な
ど
の
関

係
者
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
夕

暮
れ
時
が
早
ま
り
、
薄
暮
時
の
交
通

事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
。

一
件
で
も
交
通
事
故
が
な
く
な
る
よ

県
男
女
共
同
参
画
推
進
県
民
大

会
（
県
男
女
共
同
参
画
推
進
県
民
会

議
・
県
主
催
）
が
9
月
30
日
、
豊
科

公
民
館
で
開
か
れ
、
表
彰
式
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
県
内
の
4
企
業
4

団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
市
内

が
出
席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
通
り
初

め
な
ど
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

国
道
４
０
３
号
は
、
古
く
か
ら
中

信
・
東
北
信
地
域
を
結
び
、
安
曇
野
・

筑
北
両
地
域
の
発
展
を
支
え
、
県
の

震
災
時
緊
急
輸
送
路
（
第
一
次
）
に

指
定
さ
れ
る
な
ど
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
矢
越
‐
滝
上
峡
間
は
、

道
幅
が
狭
い
上
、
急
カ
ー
ブ
な
ど
危

う
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
通
勤
時
間
帯
に
合
わ
せ

て
堀
金
総
合
体
育
館
近
く
の
交
差
点

で
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
た
り
、
チ
ラ

シ
を
配
布
し
た
り
し
て
街
頭
啓
発
を

行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
年
の
１
月
16
日
か
ら

9
月
末
現
在
、
交
通
死
亡
事
故
の
な

で
は
、㈱
デ
ン
ソ
ー
エ
ア
ク
ー
ル（
穂

高
北
穂
高
）
が
女
性
の
活
躍
推
進
に

つ
な
が
る
活
動
を
着
実
に
進
め
て
い

る
企
業
と
し
て
知
事
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
消
防
団
女
性
消

防
隊
が
、
子
ど
も
や
女
性
へ
の
火
災

予
防
啓
発
に
貢
献
し
た
と
し
て
県
男

女
共
同
参
画
推
進
県
民
会
議
表
彰
を

険
箇
所
も
多
く
、
同
盟
会
で
は
道
路

改
良
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

新
バ
イ
パ
ス
の
完
成
で
、
通
行
時

間
が
約
4
分
短
縮
さ
れ
、
道
幅
も
こ

れ
ま
で
よ
り
１
・
５
㍍
広
が
り
ま
し

た
。安

全
な
交
通
環
境
が
確
保
さ
れ
、

産
業
や
観
光
な
ど
で
地
域
間
の
交
流

が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

い
期
間
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
9

月
19
日
に
は
、
県
松
本
地
域
振
興
局

に
お
い
て
、
交
通
死
亡
事
故
の
な
い
期

間
２
０
０
日
の
顕
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
日
没
が
早
く

な
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
車
の
運
転

時
に
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す

る
、
歩
行
者
は
夜
光
反
射
材
等
を
身

に
付
け
る
な
ど
安
全
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

受
賞
し
ま
し
た
。

　

女
性
消
防
隊
長
の
猿
田
み
さ
子
さ

ん
は
、「
社
会
参
加
の
可
能
性
を
求

め
て
、
地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
頑

張
り
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
の
男
女
共
同
参

画
社
会
の
機
運
醸
成
を
図
る
た
め
、

平
成
24
年
か
ら
開
か
れ
、
安
曇
野
市

で
は
初
開
催
と
な
り
ま
す
。

開通した新矢越トンネル

表彰を受ける市消防団女性消防隊（写真右）

交通安全啓発を行う宮澤市長

基本設計業者が提案した新体育館イメージ図

新総合体育館

基本設計市民ワークショップ
問生涯学習課スポーツ推進担当
　（471・2467　671・2338）

新総合体育館の利活用について、基本設計の参考
とするため、皆さんから意見を伺うワークショップ
を開催します。

●対象　市内在住・在勤・在学の高校生以上の人
●参加費　不要
●定員　各回 30 人（先着順）
●申し込み　10 月 23 日（月）から 31 日（火）まで

に生涯学習課スポーツ推進担当へ電話で申し込み
ください。日時と会場は下記のとおりです。両日
の参加もできます。申し込み時に参加希望日をお
伝えください。

【第１回】
●日時　11 月 5 日（日）午後１時～ 3 時
●場所　市役所 4 階　大会議室
●内容　体育館の利活用について（その 1）
　　　　「新総合体育館でなにをしたい？」

【第２回】
●日時　11 月 14 日（火）午後 7 時～ 9 時
●場所　豊科交流学習センター「きぼう」多目的交

流ホール
●内容　体育館の利活用について（その 2）
　　　　「新総合体育館をどう使う？」

※ 内容は変更になる場合があります。



凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前 9 時から午後５時まで

infomation 生涯学習のイベント施設のイベント
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日
11
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

場
豊
科
高
等
学
校
音
楽
教
室　

講
細
萱
裕
樹
さ
ん　

定
20
人
程
度
（
先
着
順
）

費
無
料　

持
筆
記
用
具

申
10
月
23
日
（
月
）
か
ら
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
ハ
ガ
キ
で
。

申
込
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５
豊
科

２
３
４
１　

豊
科
高
等
学
校
「
ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
入
門
」
担
当
（

72
・
２
１
５
１　

71
・
１
１
５
１
）

目
が
見
え
な
い
ハ
ン
デ
ィ
に
負
け

ず
、
夢
を
追
い
か
け
る
講
師
に
お
話
を

お
聞
き
し
ま
す
。

①
穂
高
西
中
学
校
会
場
（
講
堂
）

日
11
月
6
日
（
月
）

午
後
3
時
～
3
時
50
分

②
穂
高
東
中
学
校
会
場
（
講
堂
）

日
11
月
7
日
（
火
）

午
前
10
時
50
分
～
11
時
40
分

対
一
般
（
両
会
場
と
も
入
場
可
能
）

講
竹
内
昌
彦
さ
ん
（
元
岡
山
県
岡
山
盲

第
13
回
堀
金
一
周
駅
伝
大
会

選
手
が
車
道
を
走
行
し
ま
す
。
交
通

等
で
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
11
月
12
日
（
日
）

午
前
9
時
45
分
～
11
時
こ
ろ

場
下
図
参
照

学
校
教
頭
）

演
題　

私
の
歩
ん
だ
道
～
見
え
な
い
か

ら
見
え
た
も
の
～

費
無
料　

申
不
要　

持
上
履
き

問
穂
高
西
中
学
校
（
83
・
８
５
８
０
）

穂
高
東
中
学
校
（
82
・
２
２
３
０
）

干
し
柿
づ
く
り
講
座

日
10
月
26
日
（
木
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
明
科
公
民
館
調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

講
あ
か
し
な
農
業
塾　

定
25
人
（
先
着
順
）

費
５
０
０
円
（
受
講
料
・
材
料
代
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

申
10
月
23
日
（
月
）・
24
日
（
火
）
に
、

明
科
公
民
館
へ
電
話
で
。

明
科
地
域
文
化
祭
特
別
企
画

お
楽
し
み
サ
ロ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

日
11
月
4
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
明
科
公
民
館
講
堂

内
出
演
・
曲
目　

金か
な
さ
き崎
絵
里
子
さ
ん（
ピ

ア
ニ
ス
ト
）・
フ
ラ
ン
ス
組
曲
第
5

番
、
故
郷
な
ど

申
不
要

明
科
公
民
館
健
康
づ
く
り
講
座

第
2
回
松
本
山
雅
健
康
体
操
教
室

日
11
月
14
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時

場
明
科
公
民
館
講
堂

内
松
本
市
と
松
本
山
雅
が
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
行
っ
て
い
る
健
康
体
操
教
室
を

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
行
い
ま
す
。

講
百
瀬
み
ど
り
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ

Ｆ
Ｍ
実
行
委
員
会
）

持
運
動
で
き
る
服
装
、上
履
き
、飲
み
物

費
無
料　

申
不
要　

第
8
回
安
曇
野
市
囲
碁
・
将
棋
大
会

日
11
月
26
日
（
日
）
対
局 

午
前
9
時

40
分
～
（
受
付 

午
前
8
時
45
分
～
）

場
明
科
公
民
館
講
堂
、
講
義
室

内
▽
囲
碁
（
申
告
段
級
位
に
よ
り
組
み

分
け
）▽
将
棋
Ａ
級（
三
段
以
上
）、

Ｂ
級（
初
段
・
二
段
）、Ｃ
級（
級
位

者
）、Ｄ
級（
小
学
生
の
部
）▽
プ
ロ
棋

士
の
対
局
指
導
▽
囲
碁
入
門
講
座

招
待
プ
ロ
棋
士　

　

▽
囲
碁　

大
澤
健
朗　

三
段

　

▽
将
棋　

船
戸
陽
子　

女
流
二
段

費
一
般
１
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
５

０
０
円（
希
望
者
は
昼
食
代
５
０
０
円
）

定
囲
碁
・
将
棋　

各
64
人
（
先
着
順
）

申
10
月
23
日（
月
）か
ら
11
月
13
日（
月
）

に
、
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申
込

書
を
記
入
の
上
、
明
科
公
民
館
窓
口

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。

堀
金
公
民
館
講
座

「
満
蒙
開
拓
の
歴
史
」

満
蒙
開
拓
に
参
加
さ
れ
た
講
師
よ
り

体
験
談
を
伺
い
、
阿
智
村
の
満
蒙
開
拓

平
和
記
念
館
を
訪
問
し
、
戦
争
と
平
和

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。　

日
11
月
20
日
（
月
）

午
前
7
時
45
分
～
午
後
5
時
15
分

場
堀
金
支
所
（
集
合
）

対
市
内
在
住
、
通
勤
、
通
学
す
る
人

講
内
田
辰
男
さ
ん　

定
18
人
（
抽
選
）

費
１
６
０
０
円
程
度（
記
念
館
入
場
料
・

昼
食
代
）

申
10
月
23
日（
月
）か
ら
11
月
2
日（
木
）

に
、
堀
金
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話

で
。

み
ど
り
の

　
   

掲
示
板

第18回
観
光
名
所
を
「
協
働
」
で
美
し
く

～
安
曇
野
わ
さ
び
田
湧
水
群
～

豊
科
南
穂
高
の
万
水
川
沿
い
に
整
備

さ
れ
た「
安
曇
野
わ
さ
び
田
湧
水
群
」は
、

豊
富
な
湧
水
を
間
近
で
み
る
こ
と
が
で

き
る
人
気
の
観
光
名
所
で
す
。
平
成
27

年
度
に
環
境
省
が
実
施
し
た
「
名
水
百

選
選
抜
総
選
挙
」
で
は
、
観
光
地
お
よ

び
景
観
の
2
部
門
で
全
国
第
１
位
を
獲

得
し
ま
し
た
。

美
し
い
景
観
が
楽
し
め
る
わ
さ
び
田

湧
水
群
で
す
が
、
水
温
が
上
昇
す
る
夏

の
時
期
に
は
、
池
の
底
に
大
量
の
藻
が

発
生
し
ま
す
。
こ
の
藻
を
取
り
除
く
た

め
、
毎
年
2
回
、
市
観
光
協
会
、
安
曇

野
ペ
ン
シ
ョ
ン
協
議
会
、
市
が
協
働
で

清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

近
隣
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
い
た
だ
き
、

計
3
回
行
い
ま
し
た
。
安
曇
野
を
訪
れ

る
皆
さ
ん
へ

の
お
も
て
な

し
と
し
て
、

今
後
も
継
続

し
て
い
き
ま

す
。

清掃を行う皆さん

安曇野あかしな農産物加工交流ひろば「えべや」の催し

「そばを打って、食べよう」講座
日 11 月 8 日（水）・22 日（水）

両日とも午前 10 時～午後 1 時
講えべや人材バンク登録指導者　費 1,500 円　
定 15 人（先着順）　持エプロン、三角きん
お茶にえべや「お抹茶体験」
日 11 月 17 日（金）午後 1 時 30 分～ 3 時
費 500 円　定 8 人（先着順）　
持ふくさ（ある人のみ）

野沢菜収穫と漬け方講座
日 11 月 25 日（土）午前 10 時～午後１時
費 500 円（おこひる付き）　定 15 人（先着順）
持畑仕事ができる服装・鎌　

野沢菜は実費でお分けします
【共通事項】　場「えべや」　対市内在住者
申 10 月 24 日（火）から「えべや」へ電話（488・6275）で。
（受付は火～日曜日の午前 9 時～正午）

問農政課マーケティング担当 471・2430　671・2507

豊
科
高
等
学
校
学
校
開
放
講
座

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
入
門

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
８

青
少
年
育
成
講
演
会

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
８

堀
金
公
民
館
の
催
し

堀
金
公
民
館
内
堀
金
地
域
課

72
・
５
７
９
６ 

72
・
４
９
０
０

明
科
公
民
館
の
催
し

明
科
公
民
館
内
明
科
地
域
課

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

生
涯
学
習

公
民
館

※スタート、ゴールは堀金支所駐車場です。

下堀西

堀金

中堀

住吉

北海渡

岩原
うららの里

松本梓川方面

松川・大町方面

駅伝ルート
ベイシア

ゴールド
パック

中学校  

旧近藤紡績  

国営アルプスあづみの公園  

スタート・ゴール
堀金支所 堀金

物産センター小
学
校

広
域
農
道

三田工業団地

拾ヶ堰

山
ろ
く
線

全国大会入賞
ジュニアオリンピック出場
国際ピアノコンクール派遣

全国で優秀な成績を収め、市長を表敬訪問し
た皆さんを紹介します。（敬称略）

9 月 14 日
第 44 回全日本中学校陸上競技選手権大会（熊
本県）
陸上女子共通４× 100㍍リレー５位入賞

柳
やなぎさわ

澤結
ゆ つ き

月、伏
ふ し み

見怜
れ い な

奈、丸
まるやま

山来
く る み

美、北
きたざわ

沢栞
しおり

、
上
かみじょう

條翔
しょうこ

子、守
も り や

屋咲
さ き は

芭、倉
く ら た

田侑
う き

季（三郷中）
第 48 回ジュニアオリンピック陸上競技大会出
場（神奈川県）

村
むらいし

石稜
りょう

、北
きたざわ

沢栞
しおり

（三郷中）
ハンガリー子どものためのバルトーク国際ピア
ノコンクール派遣（ハンガリー）

稲田つづる（三郷小）

市長を表敬訪問した皆さん

表敬
訪問
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市内農家などでつくる「安曇野産ホップを
生産する会」はビールの原料となるホップの
収穫作業を堀金烏川の畑で行いました。昨年
から生育している約 150 本が順調に育ち、こ
の日は約 25㌔が収穫されました。26 日には
初めて地ビール祭が開催され、約 300 人が来
場。来場者はホップの収穫体験や安曇野産
ホップを使用したビールの飲み比べを楽しん
でいました。ホップは定植から 5 年から 10
年で収穫のピークを迎えるため、今後、安曇
野産ビールの普及が期待されます。

学校給食で提供されている「わさびコロッ
ケ」の 5 代目となるキャラクターが決まりま
した。制作したのは、豊科東小学校 3 年の関
森士

し お ん

恩君。作品は市内小中学生から寄せられ
た 1,958 点の中から選ばれました。表彰式で
関森君は「わさびコロッケは色々な味がして
好き。イラストは友達にも喜んでもらった」
と話しました。わさびコロッケは、地元の食
材に興味を持ってもらおうと、安曇野産のワ
サビの茎、ジャガイモ、豚肉などを使い、学
校給食で年 3 ～ 4 回提供しています。

8/30　安曇野産ホップ収穫

9/20　わさびコロッケ５代目キャラクター決まる

2年目の挑戦　ホップ収穫

新キャラ「わさっコ」誕生！

市と連携協定を結ぶ南安曇農業高等学校
の「信州安曇野 南農まるしぇ」が市役所東
側ロビーで開かれました。当初は東京都内
で開催予定でしたが、台風の影響で中止と
なり、市役所での開催となりました。当日
は生徒 16 人が参加。生徒たちが育てた果物
や花、企業と協力して開発した加工品など
を販売しました。事前の研修会で商品のブ
ランド化について学んだ生徒たちは販売方
法や展示方法を工夫し、商品の魅力を伝え
ながら、元気に接客していました。

アフリカ東部のウガンダ共和国から市内
を視察に訪れた皆さんが市長を表敬訪問し
ました。米収穫後の品質保持技術を学ぶこ
とが目的で、収穫後に入る石などを取り除
く「石抜き機」などを製造する細川製作所（豊
科）で研修を受けたほか、農産物加工の方法
を学ぶため、あかしな農産物加工広場「えべ
や」などを訪れました。同国で農業の担い手
でもある女性の地位向上に取り組むアグネ
ス・アティム・アピアさん（写真中央）は「良い
品質の米を生産する方法を学べることはと
ても喜ばしい」と話しました。

県内外から競走馬などが集まり行われる安曇野観光
草競馬大会が、秋晴れの清々しい空気の中で催され、
約 3,000 人がレース観戦に訪れました。

開会式で名誉大会長の宮澤市長は「競走馬やポニー
を間近に楽しめるほか、特産品の販売など、安曇野の
実りを楽しんでほしい」とあいさつしました。

この日は競走馬や農耕馬、ポニーなど 40 頭が出走。
ポニーのレースでは、思うように走らず立ち止まって
しまう場面もあり、観客からは温かい声援が送られて
いました。また、目玉である競走馬のレースでは、大
迫力で駆け抜ける白熱したレース展開が繰り広げられ
ました。

このほかレースの合間には、ポニーの乗馬体験が行
われ、馬の背に揺られながら楽しむ子どもたちの笑顔
があふれていました。

9/20　信州安曇野 南農まるしぇ

9/26　ウガンダ共和国から農業機械研修

9/24、27　市内で秋祭り

9/24　安曇野観光草競馬大会

南農生が“まるしぇ”を開催

農の技術　ウガンダから視察

勇壮な御船　各地で曳
え い こ う

航

秋晴れの下　40頭が出走

実りの秋を迎えた市内では各所で秋祭りが行われま
した。

豊科南穂高の重柳八幡宮では 9 月 24 日、高さ約 5㍍、
長さ約 9㍍の船が地区内を練り歩きました。船には着
物と袴姿の子どもたちが乗り込み、太鼓に合わせて笛
の音色を響かせました。境内では波に揺られる船を表
現し、前後に大きく揺らす「煽

あお

り」が行われました。
また、穂高神社では 9 月 26 日と 27 日の両日、伝統

行事「御船祭り」が行われました。27 日の本祭りでは、
等々力町区、穂高町区と穂高区がそれぞれ制作した「子
ども船」3 艘

そう

と、高さ約 6㍍、長さ 12㍍の巨大な「大人船」
2 艘が神楽殿の周りを巡りました。祭りの最大の見せ
場である 2 艘の大人船のぶつけ合いでは、子孫繁栄な
どを願い、御船が勢いよく大きな音を立ててぶつかり
合う度に大きな歓声と拍手が沸き起こっていました。

写真上：穂高神社、写真左下・右下：重柳八幡宮



施設のイベント図書館infomation
凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前 9 時から午後５時まで

1819 広報あづみの　2017.10.18 2017.10.18　広報あづみの

押
絵
の
干
支
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

～
戌い
ぬ

年
編
～

松
本
平
の
伝
統
文
化
・
押
絵
で
来
年

の
干
支
「
戌
」
を
作
り
ま
す
。
初
心
者

で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。

日
11
月
19
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
4
時
30
分

場
博
物
館
学
習
室

講
三
村
隆
彦
さ
ん
（
ベ
ラ
ミ
人
形
店
・

松
本
）

費
１
０
０
０
円
（
材
料
代
等
）

定
20
人
（
先
着
順
）

持
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
黒
の
ボ
ー
ル
ペ

ン
、
は
さ
み
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
手
芸
用
接
着
剤
（
木
工
用
で
も

可
）・
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り
・
カ
ッ
タ
ー

申
10
月
20
日（
金
）か
ら
11
月
16
日（
木
）

に
博
物
館
へ
電
話
で
。

大
麦
の
虫
か
ご
作
り

大
麦
を
使
っ
た
虫
か
ご
を
作
り
ま

す
。
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
11
月
12
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所

講
矢
口
健た

け
ひ
こ

陽
児
さ
ん

費
１
５
０
円
（
保
険
料
等
）

市
内
図
書
館
（
中
央
・
豊
科
・
堀
金
・

明
科
）
で
は
、
秋
の
読
書
週
間
に
合
わ

せ
、
た
く
さ
ん
の
本
と
出
会
え
る
企
画

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
三
郷
図
書
館
は

新
館
準
備
の
た
め
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は

あ
り
ま
せ
ん
。

図
書
館
職
員
の
お
す
す
め
本
を
読
も
う
！

「
お
す
す
め
コ
メ
ン
ト
リ
レ
ー
」

図
書
館
職
員
の
お
す
す
め
本
を
読
ん

で
、
次
の
読
者
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
お
す
す
め
コ
メ
ン
ト
を
書
き
ま
し

ょ
う
。
記
入
者
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

進
呈
し
ま
す
。

定
20
人
（
先
着
順
）
持
は
さ
み

申
10
月
24
日（
火
）か
ら
11
月
9
日（
木
）

に
郷
土
博
物
館
へ
電
話
で
。

休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の

際
は
そ
の
翌
日
）・
祝
日
の
翌
日

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

空
調
工
事
の
た
め
次
の
期
間
を
臨
時

休
館
し
ま
す
。
な
お
、
講
座
・
友
の
会

は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

期
11
月
16
日
（
木
）
～
12
月
5
日
（
火
）

ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
Ｉ
Ｎ
安
曇
野
２
０
１
７

ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
作
家
に
よ
る
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。
期
間
中
は
作
家

が
在
廊
し
ま
す
。

日
10
月
31
日
（
火
）
～
11
月
5
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
。
入
場
は

閉
場
の
30
分
前
ま
で
。

場
美
術
館
2
階
企
画
展
示
室

費
一
般
５
０
０
円
・
大
高
生
３
０
０
円

※
団
体
は
１
０
０
円
割
引
。
中
学
生
以

下
・
市
内
在
住
70
歳
以
上
の
人
・
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
無
料　

ク
ラ
フ
ト
村

ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
出
展
作
家
を
中
心
に
作
品
の
展
示
販

売
を
行
い
ま
す
。

リ
レ
ー
の
方
法　

①
市
内
図
書
館
に
お

す
す
め
本
を
展
示
し
ま
す
。
②
借
り

て
読
ん
だ
ら
、
専
用
の
コ
メ
ン
ト
用

紙
に
感
想
を
書
き
、
職
員
へ
渡
し
て

く
だ
さ
い
。
③
次
の
人
に
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
展
示
し
ま
す
。

対
中
学
生
以
上
（
一
般
）

期
10
月
28
日
（
土
）
～
12
月
21
日
（
木
）

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

「
秋
の
読
書
週
間
２
０
１
７
」

期
間
中
、
本
を
借
り
た
人
に
所
属
選

手
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
「
松
本
山
雅
Ｆ

Ｃ
特
製
し
お
り
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

期
10
月
28
日
（
土
）
～
11
月
12
日
（
日
）

期
11
月
3
日
（
金
）
～
5
日
（
日
）

3
日　

午
前
11
時
～
午
後
5
時

4
日　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

5
日　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
入
場
は
閉
場
の
30
分
前
ま
で

場
美
術
館
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル 

費
無
料

中
房
温
泉
の
独
特
の
自
然
環
境
が
形

成
す
る
「
膠
状
珪
酸
お
よ
び
珪
華
」
を

見
学
し
ま
す
。

日
10
月
28
日
（
土
）

午
前
9
時
～
午
後
1
時
30
分

場
中
房
温
泉
駐
車
場
（
集
合
・
解
散
）

内
国
天
然
記
念
物
や
登
録
有
形
文
化
財

を
見
学
、
地
熱
蒸
し
に
挑
戦
、
昼
食
・

入
浴
・
自
由
散
策

対
山
歩
き
が
で
き
る
人

講
文
化
課
職
員

費
２
０
０
０
円
（
昼
食
・
保
険
料
等
）

定
20
人（
先
着
順・最
小
催
行
人
員
2
人
）

持
歩
き
や
す
い
服
と
靴
・
飲
み
物
・
雨

具
（
か
っ
ぱ
）・
筆
記
用
具
な
ど

申
問
10
月
24
日
（
火
）
ま
で
に
市
観

光
協
会
（
長
野
県
知
事
登
録
旅
行
業

第
3
・
５
４
０
号
、
82
・
３
１
３
３
）

へ
電
話
で
。

読
書
通
帳
の
配
布

「
い
ち
ば
ん
心
に
残
っ
た
本
・
だ
れ
か
に

お
す
す
め
し
た
い
本
」の
展
示

こ
の
通
帳
は
自
分
が
読
ん
だ
本
を
記

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん

本
を
読
ん
で
、
心
に
素
敵
な
貯
金
を
し

ま
し
ょ
う
。

ま
だ
持
っ
て
い
な
い
人
は
こ
の
機
会

に
読
書
記
録
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

期
10
月
28
日
（
土
）
～
11
月
30
日
（
木
）

※
期
間
終
了
後
、
随
時
配
布
し
ま
す
。

お
す
す
め
の
一
冊

ち
ょ
っ
と
だ
け

瀧
村
有
子
／
さ
く　

鈴
木
永
子
／
え

紹介する人

岡崎真由子さん
（豊科）

我
が
家
は
2
人
姉
妹
で
す
。
長
女
が

2
歳
半
の
時
に
次
女
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
次
女
を

抱
っ
こ
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
甘
え
た

い
盛
り
の
長
女
を
十
分
に
抱
っ
こ
し
て

あ
げ
ら
れ
ず
、
も
ど
か
し
い
毎
日
で
し

た
。
長
女
に
は
心
の
中
で
「
ご
め
ん
ね
、

ご
め
ん
ね
」
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
と
き

に
出
会
っ
た
本
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
が
忙
し
い
お
母

さ
ん
の
姿
を
見
て
、な
っ
ち
ゃ
ん
が
健け

な
げ気

に
１
人
で
頑
張
ろ
う
と
す
る
姿
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
で
も
最
後
は
「
ち
ょ
っ

と
だ
け
」
お
母
さ
ん
に
甘
え
て
。
そ
の

な
っ
ち
ゃ
ん
の
姿
が
長
女
と
重
な
り
、

号
泣
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

長
女
を
も
っ
と
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
本
に
出
合

い
、
と
て
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
2
人
育

児
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
お
母
さ
ん
に

特
に
読
ん
で
ほ
し
い
一
冊
で
す
。

中央図書館映画上映会（入場無料）
『大師匠第四巻

　古今亭志ん輔　三遊亭歌之介』
＜上映時間：72 分＞

●日時　10日（金） 開場18：30 上映19：00～

●場所　穂高交流学習センター「みらい」

　　　　多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇　中央図書館

　　おはなしのとびら　おはなしのへや

　　1・8・15・22・29 日（各水曜日）

	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

　　おはなしとしょかん　おはなしのへや

　　18 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館

　　ちいさいたんぽぽ　多目的室

　　10 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）

　　おはなしたんぽぽ　多目的室

　　10 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　堀金図書館

　　おはなしのへや　絵本コーナー

　　21 日（火）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

	 16：30 ～（幼児以上対象）

　　おりがみのへや　絵本コーナー

　　22 日（水）	 16：30 ～

◇　明科図書館

　　おはなし会　おはなしのへや

　　25 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

11 月の休館日

6・13・17・20・24・27 日

11月の図書館イベント

桜の花の「昇り竜」が美しい
春の光城山

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
67

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
4 

71
・
２
３
３
８

光
城
山

山
歩
き
の
楽
し
め
る
山
と
し
て
、
多
く

の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
光
城
山
。
山

頂
か
ら
安
曇
野
を
一
望
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
春
に
は
満
開
の
桜
、
秋
に
は
紅
葉
が

私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

戦
国
時
代
、
こ
こ
に
は
光
ひ
か
る
じ
ょ
う
城
と
い
う
山

城
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。
城
主
は
、
鎌

倉
時
代
に
東
信
か
ら
移
り
住
ん
だ
海
野
氏

の
子
孫
で
、
光ひ
か
る
し氏
を
名
乗
っ
て
い
ま
し

た
。
山
頂
に
は
土
塁
や
堀
の
跡
な
ど
が
残

り
、
城
跡
は
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

光
城
山
の
サ
ク
ラ
は
、
今
か
ら
お
よ
そ

１
０
０
年
前
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
多

く
が
老
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
か
ら
、
安
曇
野
市
や
地
元
の
皆
さ
ん
が

中
心
に
な
っ
て
「
光
城
山
１
０
０
０
人

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
、
桜
の
苗
木
の
定
植
や
、
光
城
山
の

自
然
や
歴
史
を
学
ぶ
講
座
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

豊
科
郷
土
博
物
館
の
催
し

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

安
曇
野
市
図
書
館

秋
の
読
書
週
間
企
画中

央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

豊
科
近
代
美
術
館
の
催
し

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
５
３
２
０

国
天
然
記
念
物
『
中
房
温
泉
の

膠こ
う
じ
ょ
う
け
い
さ
ん

状
珪
酸
お
よ
び
珪け

い

か華
』
見
学

文
化
課
博
物
館
係

71
・
２
４
６
５ 

71
・
２
３
３
８

文
化
施
設

図
書
館

文
化
財

読書通帳
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青少年センター
だより

安曇野市
こ
れ
は
平
成
16
年
に
、
子
ど
も
が
誘

拐
な
ど
の
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
に
警
視
庁
が
考
案
し
た
防
犯
標

語
で
す
。

【
イ
カ
】
い
か
な
い

・
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な

い
・
危
な
い
と
こ
ろ
に
い
か
な
い

【
の
】
の
ら
な
い

・
知
ら
な
い
人
の
車
に
の
ら
な
い

・
知
ら
な
い
人
の
誘
い
に
の
ら
な
い

【
お
】
お
お
き
な
声
で
叫
ぶ

・
危
な
か
っ
た
ら
お
お
き
な
声
で
叫

ぶ
・
怖
か
っ
た
ら
お
お
き
な
声
で
叫
ぶ

【
す
】
す
ぐ
逃
げ
る

・
人
の
い
る
と
こ
ろ
に
す
ぐ
逃
げ
る

・
近
く
の
家
に
す
ぐ
逃
げ
る

【
し
】
し
ら
せ
る

・
周
り
の
大
人
に
し
ら
せ
る

幼
児
や
小
学
生
の
お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
が
い
る
家
庭
で
は
、
こ
の
「
イ
カ

の
お
す
し
」
を
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
外

出
時
の
約
束
事
と
し
て
ぜ
ひ
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
人
か

ら
の
誘
い
出
し
・
脅
迫
・
画
像
の
強
要

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に
は
、
ミ

ニ
メ
ー
ル
機
能
が
あ
り
ま
す
。
気
軽

に
連
絡
が
取
り
合
え
る
の
で
、
見
知

ら
ぬ
人
に
親
近
感
を
持
ち
や
す
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
性
別
や

年
齢
を
偽
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
実

際
に
会
う
と
、
ま
る
で
別
人
、
脅
迫

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
ミ
ニ
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
に
よ

り
、
相
手
に
親
近
感
を
抱
き
、
冷
静

な
判
断
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
易
な
気
持
ち
で
、
知
ら
な
い
人
か

ら
の
メ
ー
ル
に
返
信
す
る
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
。

・
ミ
ニ
メ
ー
ル
で
知
り
合
っ
た
人
に
、

電
話
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
教
え

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
信
頼
で
き
る
友
人
で
あ
っ
て
も
、
性

的
な
画
像
や
動
画
は
撮
影
さ
せ
な

い
。
ま
た
、
送
信
し
な
い
。
デ
ー
タ

は
容
易
に
複
製
・
共
有
さ
れ
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

7
月
14
日
、
県
内
の
青
少
年
補
導
委

員
が
一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
活
動
状
況

や
諸
問
題
を
持
ち
寄
り
発
表
を
行
う
長

野
県
青
少
年
補
導
活
動
推
進
大
会
が
、

飯
山
市
文
化
交
流
館
「
な
ち
ゅ
ら
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
安
曇
野
市
は
、
発
表
市
４
市
の

内
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
事
例
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

大
会
は
、
長
年
補
導
活
動
に
携
わ
っ

た
皆
さ
ん
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
中

野
市
、
東
御
市
、
伊
那
市
、
安
曇
野
市

が
日
頃
の
活
動
に
関
す
る
事
例
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
発
表
の
後
に
は
、
白
澤

章
子
さ
ん（「
川
中
島
の
保
健
室
」代
表
）

に
よ
る
講
演
「
性
と
生
を
豊
か
に
は
ぐ

く
む
た
め
に
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
曇
野
市
の
発
表
で
は
、
穂
高
地
域

青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
の
会
長
を
務

め
る
と
と
も
に
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の

委
員
で
も
あ
る
望
月
文
規
さ
ん
が
事
例

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

望
月
さ
ん
は
、
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
成
り
立
ち
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
触

れ
、
学
校
が
長
期
休
み
の
時
、
市
内
５

掲
示
板
な
ど
へ
の
書
き
込
み
を
き
っ
か

け
と
し
た
暴
力
行
為

〇
軽
い
気
持
ち
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示

板
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
書
込
ん
だ
こ
と
が
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
書
き
込
ま
れ
た
人
が
内
容
に
不

満
を
持
ち
、
書
き
込
ん
だ
人
に
暴
力

を
加
え
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

・
軽
い
気
持
ち
で
書
き
込
ん
だ
言
葉
で

も
、
相
手
を
ひ
ど
く
傷
つ
け
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
内
容
を
読
ん

だ
相
手
が
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
に

な
る
か
を
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
文
字
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、顔
を
合
わ
せ
た
会
話
と
比
べ
て
、

感
情
や
真
意
が
伝
わ
り
に
く
い
の
で

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
信
し
た
情

報
は
多
く
の
人
に
す
ぐ
に
広
ま
り
、

拡
散
し
た
情
報
は
完
全
に
は
削
除
で

き
ま
せ
ん
。

地
域
に
お
い
て
青
少
年
委
員
を
中
心
と

し
て
実
施
す
る
街
頭
巡
回
活
動
事
業
等

に
つ
い
て
説
明
。
併
せ
て
、
穂
高
地
域

青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

過
去
に
お
い
て
穂
高
地
域
の
大
糸
線

の
駅
を
中
心
に
、
目
的
も
無
い
ま
ま
中

高
生
が
集
ま
っ
て
は
い
た
ず
ら
を
し
た

り
、
学
校
の
授
業
を
さ
ぼ
っ
た
り
と
い

う
状
況
が
発
生
し
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

は
じ
め
当
時
の
状
況
を
見
か
ね
た
い
く

つ
か
の
団
体
が
連
携
し
て
巡
回
活
動
を

実
施
し
な
が
ら
何
年
も
か
け
て
正
常
な

状
態
に
戻
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
を
経
な
が

ら
穂
高
地
域
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

は
、
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
会
で
あ
る
こ

と
や
、
現
在
の
会
は
16
団
体
か
ら
構
成

さ
れ
、活
動
し
て
い
る
事
業
の
一
つ
に
、

あ
い
さ
つ
や
声
が
け
な
ど
を
中
心
に
、

公
民
館
や
穂
高
地
域
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
駅
4

カ
所
に
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
啓
発
活

動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
中
野
市
の
発
表
で
は
、
昔

は
神
社
で
子
ど
も
達
の
遊
ぶ
姿
が
見
ら

れ
た
が
、
こ
の
頃
は
巡
回
し
て
も
、
見

か
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
街
頭
で
も
見

か
け
る
子
ど
も
の
数
が
年
々
減
っ
て
き

て
お
り
、
子
ど
も
達
の
生
活
ス
タ
イ
ル

の
変
化
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
い
る
、

と
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

白
澤
章
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
で
は
、

男
子
か
ら
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る

傾
向
が
あ
り
、
男
子
の
性
教
育
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
こ
と
や
、
昔
は
異
年

齢
交
流
の
中
で
相
談
す
る
機
会
も
あ
っ

た
が
そ
の
よ
う
な
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
学
校
で
は
性
教
育
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
性
の
学
び
は
子
ど

も
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
大
人
も
学
ぶ

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

第 9 号
平 成 2 9 年 1 0 月

編 集 発 行

安曇野市青少年センター

安曇野市教育委員会生涯学習課

事務局：生涯学習課社会教育担当

〒 399-8281 安曇野市豊科 6000 番地

40263・71・2000　671・5000

安曇野市青少年センターだより

「
第
42
回
長
野
県
青
少
年
補
導

活
動
推
進
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

「
イ
カ
の
お
す
し
」
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

青少年相談窓口をご利用ください
誰にも相談できず一人で悩んでいる児童・生徒の皆さん、子どものことで悩んでいるお父さん、
お母さん等、気軽にセンターへ電話ください。メールでの相談も受け付けています。一緒に解決の
糸口を見つけましょう。
青少年センターでは、家庭での引きこもり、学校での交友関係やネットいじめ、不登校、万引き
や家庭内暴力等の問題行動、自分自身のこと等、青少年に関する相談を受け付けています。
●電話・面接での相談　 471・2462（月曜日～金曜日：午前９時～午後５時）
●電子メールでの相談　 mseishonen@city.azumino.nagano.jp （24 時間受付）

知
っ
て
お
き
た
い

ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
の
安
全
教
室
⑧

事例発表する望月文規さん
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Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

無
料
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
市
の
情
報

や
広
報
紙
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

u
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n/
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申
不
要

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当
ま
た
は

各
児
童
ク
ラ
ブ
へ
。

市
多
子
世
帯
保
育
料
等
軽
減
事
業
助

成
金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
▽
市
に
住
所
を
有
す
る
人
▽
市
税
等

の
滞
納
の
な
い
人
▽
年
度
当
初
に
子

ど
も
を
3
人
以
上
養
育
し
て
い
る
世

帯
で
第
3
子
以
降
の
児
童
が
対
象
園

に
入
園
し
て
い
る
保
護
者

対
象
園　

幼
稚
園
ま
た
は
認
可
外
保
育

施
設
（
公
立
幼
稚
園
、
事
業
所
内
保

育
施
設
な
ど
対
象
外
施
設
有
り
）

申
11
月
14
日
（
火
）
ま
で
に
印
鑑
を
持

参
の
上
、
申
請
書
を
子
ど
も
支
援
課

（
１
階
�
番
窓
口
）
へ
提
出
。
申
請

書
は
子
ど
も
支
援
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
と
、
心
の
病

気
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

場
市
役
所
会
議
室
（
申
込
時
に
お
伝
え

し
ま
す
）

対
市
内
在
住
の
精
神
障
が
い
者
の
家
族

費
無
料　

申
福
祉
課
に
電
話
で

平
成
30
年
度
に
入
所
を
希
望
す
る
児

童
の
保
護
者
で
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し

た
こ
と
が
無
い
人
、
ま
た
は
現
在
児
童

ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る
人
で
説
明
を

聞
き
た
い
人
を
対
象
に
、
入
所
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

対
象
児
童　

平
成
30
年
度
小
学
校
へ
入

学
予
定
の
児
童
と
現
在
１
～
3
年
生

の
児
童

内
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
個
別
歯
科
相

談
、
噛
む
・
飲
み
込
む
機
能
の
維
持
・

改
善
方
法
、
口
腔
ケ
ア
方
法
、
体
の

体
操
、
健
康
ミ
ニ
講
座
（
認
知
症
・

栄
養
・
薬
な
ど
）

費
無
料　

定
20
人
（
先
着
順
）

持
水
分
補
給
で
き
る
物

申
10
月
23
日（
月
）か
ら
11
月
2
日（
木
）

に
、介
護
保
険
課
（
１
階
�
番
窓
口
）

ま
た
は
電
話
で
。

9
月
6
日
、
千
曲
市
で
県
宝
「
松
田

家
住
宅
主
屋
」
お
よ
び
「
松
田
家
斎
館
」

等
の
文
化
財
数
棟
が
全
焼
す
る
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
安
曇
野
市
内
に
は
、

現
在
１
０
０
件
余
り
の
国
・
県
・
市
指

定
等
の
有
形
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
貴

重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
文
化
財
周
辺
で
火
気
を
使
用
す
る
場

合
は
、
常
時
監
視
で
き
る
よ
う
複
数

の
体
制
を
整
え
、
火
気
使
用
後
は
確

実
に
消
火
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

▽
管
理
者
は
、
設
置
し
て
い
る
防
火
機

器
・
設
備
が
常
時
作
動
す
る
か
定
期

的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
元
管
理
を
徹
底
し
、
文
化
財
周
辺

の
電
気
機
器
や
暖
房
器
具
の
使
用
箇

所
な
ど
の
定
期
的
な
巡
回
・
監
視
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
や
家
電
等
、
電
気
用
品
お
よ

び
燃
焼
機
器
の
火
災
の
う
ち
、
製
品
の

不
具
合
に
よ
り
発
生
し
た
火
災
の
こ
と

製
品
火
災
と
い
い
ま
す
。
リ
コ
ー
ル
対

象
製
品
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、
火
災

等
の
重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
、

事
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
コ
ー
ル
対
象
製
品
を
チ
ェ
ッ
ク
！

製
品
の
不
具
合
に
よ
り
、
安
全
に
問

題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
製
品
と
し

て
、
事
業
者
が
回
収
、
修
理
等
を
行
う

も
の
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
を
行
っ
て

お
り
、
製
品
、
企
業
お
よ
び
消
費
者
庁

等
の
サ
イ
ト
で
確
認
が
で
き
ま
す
。

問
豊
科
消
防
署　

72
・
３
１
４
５

穂
高
消
防
署　

82
・
３
２
６
２

梓
川
消
防
署　

78
・
２
０
９
０

明
科
消
防
署　

62
・
２
９
９
２

園
内
の
健
康
遊
具
な
ど
を
使
っ
た
健

康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
11
月
8
日
（
水
）

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場
豊
科
南
部
総
合
公
園

※
雨
天
時
、
豊
科
南
社
会
体
育
館

講
横
山
み
ゆ
き（
市
健
康
運
動
指
導
士
）

費
無
料　

定
20
人
（
先
着
順
）

持
運
動
が
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

申
10
月
23
日
（
月
）
か
ら
都
市
計
画
課

公
園
緑
地
係
へ
電
話
で
。

口
の
渇
き
や
む
せ
等
、
高
齢
期
の
口

の
機
能
低
下
を
予
防
・
改
善
す
る
方
法

を
学
び
、実
践
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

日
11
月
20
日
、
12
月
４
日
、
11
日
、
25

日
、
１
月
15
日
、
22
日
、
29
日
、
2

月
5
日
（
全
8
回
）　

い
ず
れ
も
月

曜
日
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

場
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人
（
で
き
る
限
り
全
日
程
参
加
可
能

な
人
）

★広告掲載のお申し込みは（株）共立プラニング（434・2515）まで

て

育

子児
童
ク
ラ
ブ
入
所
説
明
会

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

（

71
・
２
４
６
６ 
71
・
２
３
３
８
）

あ
づ
み
の
パ
ー
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

問
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

（

71
・
２
２
４
９ 

72
・
３
５
６
９
）

お
口
い
き
い
き
ア
ッ
プ
教
室

（
穂
高
会
場
）

問
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

71
・
２
４
７
４ 

71
・
２
５
０
３
）

文
化
財
の
防
火
対
策
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
文
化
課
文
化
財
保
護
係

（

71
・
２
４
６
４ 

71
・
２
３
３
８
）

製
品
火
災
に
ご
注
意
を

問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

（

71
・
２
２
５
１ 

71
・
２
３
２
８
）

●説明会日程

●児童クラブ一覧

●開催日程など

※どの会場でも参加できます。
※駐車場が狭いため、できるだけ乗り合いで

お出掛けください。
※いずれも午後 7 時 30 分～（1 時間程度）

回数 日時 内容
第1回 11月 8日（水）講話「病気の理解」

第2回 11月24日（金）講話「薬について」・
SST 演習

第3回 12月14日（木）視察見学（市内事
業所等）

第4回 平成30年
1月10日（水）

講話「就労につい
て」・SST 演習

第5回 平成30年
1月24日（水）

講話「金銭管理につ
いて」・SST演習

開催日 場所
10 月 23 日（月） 堀金児童館
10 月 24 日（火） 明科児童館
10 月 26 日（木） 三郷児童館
10 月 30 日（月） 穂高中央児童館
11 月 2 日（木） 市役所 4 階大会議室

児童クラブ名 連絡先
豊科南穂高児童クラブ 471-5150
豊科高家児童クラブ

472-5685
豊科東小児童クラブ
穂高南小児童クラブ 482-2940
穂高西小児童クラブ 482-2527
穂高北小児童クラブ 483-5494
三郷児童クラブ 476-0185
堀金児童クラブ 471-2122
明科児童クラブ 462-2482

※時間は午後１時 30 分～３時 30 分
　（第３回は午前 9 時～午後 3 時 30 分）

心

安

全

安

り

く

づ

康

健

多
子
世
帯
保
育
料
等
助
成
金

問
子
ど
も
支
援
課
保
育
担
当

（

71
・
２
２
５
６ 

72
・
２
０
６
５
）



穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター ※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで 凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ

242017.10.18　広報あづみの25 広報あづみの　2017.10.18

平成 29 年度自衛官等の募集

市営霊園（返還聖地）の使用者を募集します

ハ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
里
山
を
歩
き
、

楽
し
く
狩
猟
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
11
月
18
日
（
土
）

午
前
9
時
～
午
後
3
時

場
明
科
「
長
峰
荘
」、
周
辺
の
里
山

対
狩
猟
に
興
味
が
あ
り
、
2
時
間
程
度

里
山
を
歩
け
る
小
学
生
以
上
の
人

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

※
狩
猟
免
許
不
要

内
ハ
ン
タ
ー
と
の
里
山
歩
き
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
射
撃
（
実
弾
は
使
い
ま

せ
ん
）、
狩
猟
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑

賞
、
ジ
ビ
エ
の
話
、
ワ
ナ
の
し
か
け

講
習
な
ど
（
捕
獲
は
行
い
ま
せ
ん
）

※
雨
天
時
は
室
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み

費
１
人
５
０
０
円　

定
20
人
（
先
着
順
）

申
10
月
23
日（
月
）か
ら
11
月
2
日（
木
）

に
耕
地
林
務
課
林
務
担
当
（
2
階
�

番
窓
口
）
ま
た
は
電
話
で
。

講
逸
見
大
悟
（
市
文
化
課
職
員
）

申
10
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、
地
域
づ

く
り
課
に
電
話
で
。

主
催　

光
城
山
１
０
０
０
人
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

企
業
等
の
販
路
開
拓
支
援
の
た
め
、

市
で
出
展
す
る
企
業
等
を
募
集
し
ま
す
。

日
平
成
30
年
2
月
21
日
（
水
）・
22
日

（
木
）

場
Ａ
Ｔ
Ｃ
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
府
）

対
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
農
産
物
を

主
原
料
に
扱
う
市
内
食
品
製
造
業

者
・
加
工
業
者
等
で
あ
っ
て
、
か
つ

市
民
税
等
の
滞
納
が
な
い
事
業
者
お

よ
び
個
人
事
業
主

対
象
商
品

①
市
内
産
の
農
産
物
を
原
料
と
す
る

加
工
品
な
ど
②
国
内
産
原
料
を
市
内

で
製
造
し
て
い
る
商
品
な
ど
③
地
域

ブ
ラ
ン
ド
力
を
訴
え
か
け
る
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
商
品
な
ど

費
出
展
負
担
金　

３
０
０
０
円
（
そ
の

他
宿
泊
交
通
費
等
は
実
費
負
担
）

定
3
社
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

申
10
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
出
展
申
込

書
を
商
工
労
政
課（
3
階
2
番
窓
口
）

へ
提
出
。
出
展
申
込
書
は
商
工
労
政

課
窓
口
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

美
し
い
緑
色
の
天
蚕
の
繭
を
使
っ

て
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
な
る
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
11
月
3
日
（
金
）

午
後
１
時
～
3
時
こ
ろ

場
市
天
蚕
セ
ン
タ
ー　

費
１
５
０
０
円　

定
15
人
（
先
着
順
）

申
10
月
24
日
（
火
）
か
ら
市
天
蚕
セ
ン

タ
ー（
83
・
３
８
３
５
）へ
電
話
で
。

桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

光
城
山
に
は
、
光
城
と
田
沢
城
と
い
う

2
つ
の
戦
国
時
代
の
山
城
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
講
座
で
は
、
南
斜
面
に
あ

る
田
沢
城
ま
で
歩
き
な
が
ら
詳
し
く
学

び
ま
す
。
は
る
か
昔
の
戦
国
の
世
に
思

い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
11
月
11
日
（
土
）

午
前
9
時
～
11
時
50
分

場
光
城
山
登
山
口
駐
車
場
（
集
合
・
解

散
）

費
無
料

定
25
人（
抽
選
。結
果
は
11
月
2
日（
木
）

ま
で
に
申
込
者
に
郵
送
し
ま
す
。）

集

募

試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日

高等工科学校生徒

一般 男子で中卒（見込含）17 歳未満の者 11 月 1 日（水）～
平成30年1月9日（火）

1次試験　平成30年1月20日（土）
2次試験　平成30年2月1日（木）～4日（日）

推薦
男子で中卒（見込含）17 歳未満の成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な
実績を納め、学校長が推薦できる者

11月1日（水）～
12月1日（金）

平成30年１月6日（土）～8日（月）
※いずれか１日を指定されます

貸費学生（技術）

大学の理学部、工学部の３、４年
次または大学院（専門職大学院を
除く）修士課程在学（正規の修業
年限を終わる年の４月１日現在で
26 歳未満（大学院修士課程在学者
は 28 歳未満））

11月１日（水）～
平成30年1月9日（火） 平成30年１月27日（土）

最低賃金が時給額 795 円に改定
県内の事業場で働く全ての労働者と、

全ての使用者に適用される長野県最低
賃金が時給額 795 円に改定されました。
また、賃金の引上げに向けた中小企業
への支援事業（業務改善助成金や総合
相談支援センター）がありますので、
活用ください。
問長野労働局労働基準部賃金室（4026・223・0555）

松本労働基準監督署（明科地域）（448・5693）
大町労働基準監督署（明科以外）（40261・22・2001）

市
里
山
再
生
計
画

「
見
え
ざ
る
を
見
る

～
ハ
ン
タ
ー
と
歩
く
里
山
～
」

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２ 

71
・
２
５
０
７
）

対次のすべてに該当する人
①市に本籍または住所を有する　② 5 年以内に墓石の建立ができる
③現在市営霊園を使用していない　④使用許可の決定後、2 週間以内に使用料を一括納入できる
※本籍が安曇野市で住所が市外の人は、市内に住所を有する世帯主を代理人に選定してください。
募集区画　5 霊園全 22 区画
申 11 月 6 日（月）～ 14 日（火）に要項を確認の上、必要書類等を環境課（2 階5番窓口）へ提出。

電話、郵送、各支所での申し込みはできません。必要書類等詳細は環境課窓口で配布する要項
をご覧ください。

使用の決定　抽選により使用者および使用聖地を決定します。
▷抽選日時・場所　12 月 3 日（日）午後 2 時～（受付午後１時 40 分～）・市役所４階大会議室 
留意事項　▷募集する区画は、以前に使用され返還された聖地です。
▷平成 27・28 年度以降の返還聖地抽選会で 2 回落選している人（遺骨のある人）を優先します。（今

年度は優先者の該当はありません）
▷遺骨のある人を優先します。遺骨のない人は遺骨のある人の使用者と聖地が決定した後、聖地

が余っていた場合抽選をします。遺骨のない人は2回続けて落選しても優先対象とはなりません。
▷抽選日当日に出席できない場合は申込み無効となります。（代理出席は可）
▷使用許可決定後、霊園使用料の他に 29 年度分霊園管理料（月割り分）を納めていただきます。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター『信濃』　4636・2787

防衛省では特別職国家公務員「自衛官等」の受け付けおよび試験を行います。

戦
国
の
山
城 

光
城
山
の
見
方
・

歩
き
方
Ⅱ　

田
沢
城

問
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４ 

72
・
３
１
７
６
）

天
蚕
の
繭
で
つ
く
る

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
２
０
１
８
」

市
ブ
ー
ス
出
展
者
募
集

問
商
工
労
政
課
産
業
連
携
推
進
係

（

71
・
２
０
３
７ 

72
・
１
３
４
０
）

仕事をお探しの皆さんへ
説明会・相談会を開催します

第２回福祉の職場説明会
ハローワーク松本では、福祉の職場説

明会（介護就職デイ）を開催します。
日 11 月 10 日（金）午後１時 30 分～ 3

時 30 分（入退室自由）
場ホテルブエナビスタ 3 階グランデ　
対一般、平成 30 年 3 月卒業予定で福祉

の職場に就職希望・資格等について知
りたい人　

参加事業所　中南信地区の福祉関係事業
所約 55 社

費無料　申不要
詳細は長野労働局または長野県福祉人
材センターホームページをご覧くださ
い。

問ハローワーク松本（℡ 27・0111）
長野県福祉人材センター

（4026・226・7330）

就職面接相談会（塩尻会場）
ハローワーク松本では、塩尻市、塩尻

地区労務対策協議会、塩尻市雇用創造協
議会との共催により、「就職面接相談会」
を開催します。
日 10月26日（木）　午後１時～ 3 時 30 分
（受付午後 0 時 30 分～）

場中信会館ベルヴィホール
（塩尻市大門 1-8-17）

対再就職を希望している人
費無料　申不要
問ハローワーク松本企画部門
　（427・0111　部門コード：43 ♯）

完成イメージ
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市家族介護者交流事業（リフレッシュ事業）消費税軽減税率制度説明会個人事業税後期納期限は11月30日（木） 大町労働基準監督署庁舎の移転

11 月 6 日（月）から大町労働基準監督署庁舎が移
転します。（11 月 2 日（木）まで、現庁舎で業務が行
われます）
移転先　
〒 398-0002　大町市大町 2943-5　大町地方合同庁舎 4
階（電話番号、ファクス番号は変わりません）

詳細は長野労働局ホームページをご覧ください。
uhttp://nagano-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

問大町労働基準監督署（40261・22・2001　60261・
22・0369）

家族の介護の不安や相談事を交流会で話し合いませんか。
日 11 月 24 日（金）午前 10 時 30 分～午後 3 時
場ファインビュー室山（送迎あり）
対市内在住で、家庭で高齢者を介護している人。
内午前中は交流会・介護相談等、昼食後は入浴等の

自由時間。
費１人 2000 円　持筆記用具、入浴用具
申 11 月 10 日（金）までに、市社会福祉協議会本所

または各支所へ。
問市社会福祉協議会　介護・事業課（488・8507）

松本税務署では、事業者を対象に、消費税の軽減税率制度に関
する説明会を開催します。
日場① 10 月 26 日（木）午後 2 時～ 3 時 30 分・松本商工会館

601 号室（松本市中央 1-23-1）
② 11 月 14 日（火）午後 3 時 30 分～ 4 時 10 分・レザンホール中

ホール（塩尻市大門七番町 4-8）　
③ 11 月 16 日（木）午後 3 時 30 分～ 4 時 10 分・堀金総合体育館

問松本税務署法人課税第 1 部門（439・3267）

個人事業税の後期分の納期限は 11 月 30
日（木）です。忘れずに納期限までに納
めましょう。納税には便利な口座振替も
ありますので利用ください。

なお、これから手続きをする人の振替
は、来年度の前期分（平成 30 年 8 月 31
日納期限）からの振替となります。

問中信県税事務所課税第１係（440・1908）

特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
対
象
者
は
早
め
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

対
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

平
成
27
年
4
月
１
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を

受
け
る
人
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父

母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人
に
支

給
。

1
．
基
準
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
人

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ

と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。）

4
．
上
記
１
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
5
年
償
還

の
記
名
国
債

請
求
期
限　

平
成
30
年
4
月
2
日（
月
）

申
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当
（
１
階

�
番
窓
口
）

※
請
求
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
市
区

町
村
が
受
付
窓
口
と
な
り
ま
す
。
先

順
位
の
遺
族
が
市
外
に
住
ん
で
い
る

場
合
、
そ
の
人
の
住
所
地
の
市
区
町

村
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
業
者
回
収
を
行
い
ま

す
。
家
具
、
布
団
な
ど
の
粗
大
ご
み
を

有
料
回
収
す
る
ほ
か
、
使
用
済
小
型
家

電
を
無
料
で
回
収
し
ま
す
。

日
場

●
三
郷
地
域　

10
月
29
日
（
日
）

午
前
9
時
～
11
時

三
郷
支
所
北
側
駐
車
場

●
堀
金
地
域　

11
月
5
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
～
午
前
11
時

堀
金
支
所
南
側
駐
車
場

▽
誘
導
看
板
と
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

▽
三
郷
・
堀
金
地
域
以
外
の
人
も
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

特
定
疾
患
患
者
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
対
象
者
は
申
請
し
て
だ
さ
い
。

対
平
成
29
年
11
月
１
日
（
基
準
日
）
現

在
、
市
内
に
引
き
続
き
6
カ
月
以
上

住
所
を
有
し
、
県
か
ら
次
の
受
給
者

証
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い

て
、
そ
の
受
給
者
証
の
有
効
期
間
内

に
基
準
日
が
含
ま
れ
る
こ
と

▽
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
▽
ウ
イ

ル
ス
肝
炎
医
療
費
受
給
者
証
▽
小
児

慢
性
特
定
医
療
費
医
療
受
給
者
証
▽

特
定
医
療
費
受
給
者
証
▽
長
野
県
特

定
疾
病
医
療
費
受
給
者
証

申
請
者　

支
給
条
件
に
該
当
す
る
本
人

ま
た
は
そ
の
人
の
看
護
者

見
舞
金
の
額　

１
万
２
０
０
０
円
（
申

請
月
の
翌
月
中
旬
頃
に
振
込
予
定
）

申
11
月
2
日
（
木
）
～
平
成
30
年
2
月

28
日
（
水
）
に
福
祉
課
（
１
階
�
番

窓
口
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
へ
次

の
も
の
を
持
参
し
て
申
請
。

▽
各
受
給
者
証
▽
振
込
み
を
希
望
す

る
通
帳
▽
印
鑑

▽
水
で
軽
く
ゆ
す
い
で
ラ
ベ
ル
、
キ
ャ

プ
を
取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
本

体
だ
け
を
出
す
。（
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ

ベ
ル
は
分
別
し
て
出
す
。）

▽
テ
ー
プ
や
シ
ー
ル
を
取
っ
て
透
明
な

状
態
で
出
す
。

▽
マ
ジ
ッ
ク
等
で
着
色
し
た
り
、
切
っ

た
も
の
は
「
も
え
る
ご
み
」
で
出
す
。

▽
「
プ
ラ
マ
ー
ク

」
が
あ
る
も
の
は

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
で

出
す
。

11
月
5
日
（
日
）
を
「
環
境
美
化
の

日
」
と
位
置
づ
け
、
生
活
環
境
の
保
全

と
公
共
衛
生
の
向
上
を
目
指
し
て
、
市

内
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

ご
み
拾
い
は
誰
に
で
も
で
き
る
身
近

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
地
域
や

自
治
会
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
が
行
う
美
化
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

市
が
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
品

質
検
査
の
結
果
、
評
価
は
お
お
む
ね
良

好
で
し
た
が
、
異
物
の
混
入
や
、
汚
れ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
も
確
認
さ
れ
ま

し
た
。「
ご
み
・
資
源
物
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」や
、「
ご
み
の
出
し
方
の
手
引
き
」

を
確
認
し
て
、
正
し
い
分
別
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
資
源
と
し
て

出
す
際
の
注
意
点

▽
表
示
さ
れ
た
マ
ー
ク
を
確
認
し
、「
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
マ
ー
ク

」
が
あ

る
も
の
だ
け
を
出
す
。

せ

ら

知

お特
定
疾
患
患
者
へ
の
見
舞
金
支
給

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

（

71
・
２
２
５
１ 

71
・
２
３
２
８
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
正
し
い
分
別
を

問
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０ 

72
・
３
１
７
６
）

11
月
5
日
は
市
内
一
斉
清
掃

問
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０ 

72
・
３
１
７
６
）

粗
大
ご
み
回
収

問
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０ 

72
・
３
１
７
６
）

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
は

平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３ 

71
・
２
３
２
８
）

弱者を意識した社会生活

湯澤 力三さん（豊科）

人 権 コ ラ ム

近年、自然災害が増加傾向にあると言われてい
ます。その背景には、地震や火山は別として温暖
化や無計画な開発、管理放棄があるようです。い
ざ災害が発生すると、避難所の設置と運営が始ま
ります。その避難所は、にわか造りにしてもコミュ
ニティ（居住地域を同じくし、利害を共にする共
同社会）という存在になります。

報道によると、このコミュニティは人それぞれ
で各種の伝達が大変難しいようです。その一例と
して、聴覚障がい者への情報伝達の難しさが挙げ
られます。災害時の情報提供のほとんどは音声を
主流としているため、聴覚障がい者には情報が伝
わらず孤立してしまうことがあります。聴覚障が
い者への情報伝達の方法としては、必要な情報は
黒板や紙に書き出すことを音声と並行して行うこ
とが良いと言われます。また、多くの人が少しで
も手話を覚えていれば、情報伝達が容易になると
いうことです。

以前、聴覚障がい者を支援している人から「災
害時に聴覚障がい者は大変危険な存在であり、誤
解もされる」と伺いました。それは、一見すれば
健常者（健聴者）と変わりないことから情報が伝
達されていると思われる。それと共に「何もしな
い人」として変人・異端者として見られてしまう
ということです。聴覚障がい者だけではなく情報
が理解できない人や行動がとれない人など、社会
にはさまざまな弱者がいます。そうした人を普段
から意識し、有事の際に対応できるような社会で
あってほしいと思います。
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いい歯の日無料歯科健診

無料歯科健診
日 11 月 25 日（土）午後 2 時～ 4 時 30 分
場豊科保健センター
内歯科健診、歯科相談、歯みがき指導、フッ化物塗布、

入れ歯のネーム入れ（要予約）等
費無料　申不要　
問アルプス歯科クリニック　477・8901　677・8902

無料訪問歯科健診
対在宅療養中で、自力で通院が出来ない人
申電話かファクスで問い合わせ先に申し込みください。

訪問は申し込み順です。健診結果によって、治療・口
腔ケアなどが必要な場合は後日対応します。事前のア
ンケート、訪問時間など詳細は相談し決定します。

問高橋喜博歯科醫院　4673・3771

「
自
分
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
」
と
い
う
問
い
の
も
と
、
中
学

生
の
目
線
に
よ
る
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア

や
発
想
を
市
政
に
生
か
す
と
共
に
、
中

学
生
が
主
権
者
の
立
場
で
政
治
へ
の
関

心
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
中
学

生
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
11
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
～
4
時

場
市
役
所
3
階
議
場

内
市
内
中
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
18
人

が
、
3
回
の
学
習
会
に
よ
る
学
び
か

ら
、
今
後
の
市
の
姿
に
つ
い
て
提
言

型
の
質
問
を
行
い
ま
す
。

傍
聴　

傍
聴
席
を
80
脚
程
度
用
意
し
ま

す
。
ま
た
、
4
階
大
会
議
室
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
議
会
の
様
子
を
放
映
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
中
学

生
議
員
の
頼
も
し
い
姿
を
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の
人
の
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
あ
づ
み
野
テ
レ
ビ
に
よ
る
生

放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

会

議中
学
生
議
会

問
学
校
教
育
課
教
育
指
導
室

（

71
・
２
４
６
１ 

71
・
２
３
３
８
）

各種情報コーナー
名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

国営アルプスあづみの公園
芋掘り体験

園内のサツマイモ畑でサツマ
イモを掘り取り、約２キログ
ラムをお持ち帰りいただきま
す。

日：10月21日（土）・28日（土）
①午前 10 時～ 11 時　
②午後２時～３時

場：国営アルプスあづみの公園
（堀金・穂高地区）堀金口

定：各回 30 人（先
着順・事前申込）

費：300 円（入園
料別途）

申・問：アルプスあづ
みの公園　堀金・穂
高管理センター

（471・5511　
671・5512）

【ハロートレーニング】
公共職業訓練受講生

（１月生）募集

CAD/NC 技術科・機械加工
技術科・金属加工科・電気設
備技術科の訓練受講生を募集
します。

日：平成30年１月５日（金）～
６月28日（木）

場：ポリテクセンター松本
（松本市寿北 7-17-1）

費：無料（教科書・
作業服などは除
く）

申：11月24日（金）ま
でにハローワークに
設置している申込書
をハローワーク松本
に提出してください。

問：ポリテクセンター
松本（458・3392）

【安曇野ちひろ美術館】
信州人集まれ！長野県民
感謝デー

開館から 20 年間の感謝の気
持ちを込めて、この日は長野
県にお住まいの人は入館無料
です。開館 20 周年のポスト
カードもプレゼント。

日：10月22日（日）午前９時～
午後５時

場：安曇野ちひろ美術館
（松川村西原 3358-24）

対：長野県民
費：無料
（住所のわかるも
のを提示してくだ
さい）

問：安曇野ちひろ美術
館（40261・62・
0772　60261・
62・0774）

第８回結家子どもまつり

発達障がい児のための福祉施
設「結家」のガーデンで育て
たラベンダーから蒸留したオ
イル・ウォーターの販売やた
き火パン、カフェ、ワークシ
ョップなど子ども達が精いっ
ぱいおもてなしします。

日：11月４日（土）正午～午後
２時

場：ケアガーデン結家（穂高有
明 8969-21）

費：入場無料 申：不要
問：ケアガーデン結家
（483・1112）

目が見えにくい人たちが
楽しく吹き矢を習う会

音が出る的を使って吹き矢を
楽しみます。適度な運動にも
なります。近くに目の見えに
くい人がいましたら、お誘い
の上参加ください。

日：11月14日（火）午後１時30
分～３時ころまで

場：あづみの眼科待合室（三郷）

対：目が見えにくい人
費：無料

申：不要
問：あづみのパソコン

教室にこにこの会　
古田さん（4080・
1084・4491）

　11 月 8 日の「いい歯の日」に合わせて、市歯科医師会主催の無料歯科健診を行います。

日時：午前 10 時～午後４時
場所：穂高神社特設会場
　　　（北・南神苑およびその周辺）

※そばをメインとしたお祭りです。そばアレルギーの人はご注意ください。
※ JR 大糸線（最寄り：穂高駅）または無料シャトルバス（発着：穂高プール駐車場・県民豊科運動広場駐車場

運行：午前９時 30 分～午後４時 30 分）をご利用ください。（両日会場周辺で交通規制があります）

11/４土・５日

新そばブース
☆全店共通メニュー
もりそば 500 円
他メニューも用意しています

スイーツブース　
地元産にんじんを使った

新作やさいスイーツ
限定販売
地元銘菓の販売 

旨
うま

いものブース
地域グルメ
信州サーモン丼
安曇野林檎ナポリタン
限定販売

その他販売ブース
・農林業まつり
（生産者等による物産販売等）
・特産品販売
・駅前通り
　（グルメストリートと
　マルシェ
・農産品セリ市

極上の安曇野を味わう
新そばと安曇野の旨

うま

いものを堪能する２日間！

イベント案内

●開会式　●豊穣宝船奉納
●市消防団音楽喇

ら っ ぱ

叭隊
●穂高西中学校吹奏楽部
●穂高商業高等学校吹奏楽部
● SBC ラジオ公開生放送

●松本山雅トークショー
●津軽三味線・民謡マキ★ミキ
●穂高商業高等学校琴部
●松本蟻ヶ崎高等学校書道ガールズ
●豊科東小学校金管バンド
●豊穣宝船の野菜配布（15:30 ～）

●大道芸人（手品・バルーンアート）

新そば祭り
11/ １（水）～ 30（木）
美味しいそばを食べくらべ！
市内約 40 店舗で開催！

ホームページ
はこちら

11/4（土）　

11/5（日）　

11/4（土）・５日（木）　

9月分の空間放射線量
本庁舎で測定された値は健康に影響のないもの

でした。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

9/4（月） 9/11（月） 9/19（火） 9/25（月）

本庁舎（豊科） 0.06 0.07 0.07 0.07

●市県民税	 （３期）
●国民健康保険税	 （４期）
●後期高齢者医療保険料	 （７期）
●介護保険料	 （７期）
●水道料金	 （穂高・三郷地域）
●下水道料金	 （豊科・堀金・明科地域）

＝納期限は10月31日（火）＝

10月の納期
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11月（November）の予定
11 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

9日（木）	（予約日：2日（木））・24日（金）（予約日16日（木））
時 13：30～16：30　※ひとり 20 分
場市役所 2 階　相談室 211
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1 階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約

毎週月～金曜日　時 8：30 ～ 17：00　※ 3・23 日は行いません
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2 階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011・FAX 72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

11月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

９日（木） 場市役所 4 階　会議室 403　※生活相談も含む

９日（木） 場市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　

11月の児童館の予定
…乳幼児対象　 …参加費　休館日…日曜・祝日

※市内 9 つの児童館は、安曇野市福祉協議会が指定管理者として運営しています。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。
17日（金） 場市役所3階　相談室312　※ 40 歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

3日（金）　文化の日 ５日（日） 12日（日） 19日（日） 23日（木曜日）勤労感謝の日 26日（日）
穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

堀 内 医 院
82-3324［穂高］

古 川 医 院
82-4385［穂高］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

塔 の 原　 内 川 医 院
81-2121［明科］

平 林 医 院
62-2227［明科］

石 田 医 院
72-2766［豊科］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

前 角 整 形 外 科 医 院
82-1478［穂高］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

須 澤 ク リ ニ ッ ク
82-2993［穂高］

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

たかはしクリニック
77-7880［三郷］

も も せ ク リ ニ ッ ク
77-1188［三郷］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

上 條 歯 科 医 院
82-2215［穂高］

下 條 歯 科 医 院
72-7433［堀金］

さ と う 歯 科 医 院
81-5155［穂高］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

大 谷 歯 科 医 院
72-8858［豊科］

笠 原 歯 科 医 院
72-2108［豊科］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 3・23 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 3・23 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

16日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2 階　相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

６日（月）・★ 20日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
７日（火）・★ 21日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
12日（日）・★ 22日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
９日（木）・★ 18日（土）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
10日（金）・★ 24日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

母乳・育児相談 ※母乳相談は 要予約 　時 9:30 ～ 11:00

	 2・16日（木）	 場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
7・21日（火）	 場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
8・22日（水）	 場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）

9日（木）	 場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	14・28日（火）	 場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00
2日（木）・6・13・20・27日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 9:30 ～ 10:00
2日（木）　場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00
9・16日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00
1・8・15・22・29日（水）　
場豊科保健センター 2 階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 1・15 日は家族会

24日（金）場市役所 2 階会議室 202　※女性の人権相談　

問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

キッズパーク やきいも会 1日（水） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   　定員 5 組　持ち物：飲み物

育児相談 6日（月） 10：30 ～ 12：00
キッズパーク リトミック

15日（水）・21日（火） 10：30 ～ 11：30
要予約   対象：15 日（水）は 1 歳児、21 日（火）は 2 歳児　定員各 5 組

キッズパーク わらべうた 16日（木） 10：30 ～ 11：30要予約   対象：0 歳児　定員 5 組

子育て勉強会 片づいた家 ～スッキリした暮らしを目指して～

要予約   定員15組　※託児あり要相談 17日（金） 10：30 ～ 11：30
一足早いおもちつき 18日（土） 10：00 ～ 12：00
要予約 100円   定員 80 人　持ち物：飲み物　

読み聞かせ 20日（月） 11：00 ～
みんなあつまれ 布リースづくり 22日（水） 10：30 ～ 12：00要予約 300円   定員 15 組

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	読み聞かせ 10日（金） 11：00 ～ 11：20

	育児相談 20日（月） 10：00 ～ 12：00
みんなあつまれ！ タイ式マッサージ体験
要予約   定員 16 組　※託児あり要相談 21日（火） 10：30 ～ 11：30

ファミリーサポート登録会 27日（月） 10：30 ～
持ち物：印鑑

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

ふれあい農園 さつまいも掘り 4日（土） 10：00 ～ 11：00
キッズパーク 焼き芋会 14日（火） 10：30 ～ 11：30要予約   定員15組

お下がり会 18日（土） 10：30 ～ 11：00
出品者要申し込み。出品者は 10：15 までにお越しください。

育児相談・身体測定 20日（月） 10：00 ～ 12：00

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

読み聞かせ 15日（水） 11：00 ～ 11：20

育児相談・身体測定 17日（金） 10：30 ～ 12：00

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

キッズパーク 焼き芋会 7日（火） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   対象：キッズパークとふれあい農園登録者以外の親子　 
定員 10 組　持ち物：軍手・タオル・飲み物

チャレンジタイム 絵合わせキューブ＆秋のおやつ作り
要予約 100円   対象：小学生
定員 10 名　持ち物：エプロン・三角巾 11日（土） 10：30 ～ 11：30

読み聞かせ 13日（月） 11：00 ～ 11：20
囲碁・将棋を楽しもう 13・20・27日（月） 15：30 ～ 16：30対象：小学生以上

	育児相談 17日（金） 10：30 ～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

読み聞かせ 2日（木）・17日（金） 11：00 ～
キッズパーク やきいも会 7日（火） 10：30 ～ 11：30
登録家庭以外要予約 100円   対象：0 歳児・1 歳児・2 歳児合同　定員 15 組

育児相談 10日（金） 10：30 ～ 12：00
お下がり会 11日（土） 11：00 ～ 11：30
出品者要申し込み。出品者は 10：50 までにお越しください。

キッズパーク おやつ作り
14日（火）・15日（水）・16日（木） 10：30 ～ 11：30

登録家庭以外要予約 100円   対象：14 日（火）は 2 歳児以上、15日（水）は
1 歳児、16 日（木）は 0 歳児　定員各 5 組　持ち物：エプロン・三角巾・飲み物

キッズパーク 運動遊び
7日（火）・8日（水）・9日（木） 10：30 ～ 11：30

要予約   対象：7 日（火）は 2 歳児以上、8 日（水）は 1 歳児、9 日（木）
は 0 歳児　定員各 5 組　持ち物：飲み物

育児相談・身体測定 10日（金） 10：30 ～ 12：00★身体測定は 10：00 ～ 12：00

お下がり会 20日（月） 10：30 ～ 11：10
出品者要申し込み。出品者は 10：00 までにお越しください。

読み聞かせ 27日（月） 11：00 ～ 11：20

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

わらべうた 6・13・20・27日（月） 11：10 ～

育児相談・身体測定 10日（金） 10：30 ～ 12：00
身体測定は 10：00 ～ 12：00

読み聞かせ 10日・17日（金） 11：00 ～

ファミリーサポート登録会 13日（月） 10：30 ～
持ち物：印鑑

みんなあつまれ！ 17日（金） 10：30 ～ 11：30
11 月生まれハッピーバースディ♡

地域の知恵袋 杵つきおしるこ会 18日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円   定員 25 組

地域の知恵袋 かぼちゃ団子作り 21日（火） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   対象：乳幼児親子・小学生・地域の皆さん　定員 25 組　
持ち物：エプロン・三角巾・飲み物

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

キッズパーク 焼き芋会 2日（木）10：30 ～ 11：30
要予約 100円   対象：1 歳児　定員 5 組　　持ち物：飲み物

キッズパーク リズム遊び 7日（火） 10：30 ～ 11：30
要予約   対象：2 歳児・1 歳児合同　定員 5 組　持ち物：飲み物・運動の
できる支度

キッズパーク 運動遊び 9日（木） 10：30 ～ 11：30
要予約   対象：0 歳児　定員 5 組　持ち物：飲み物・運動のできる支度

読み聞かせ　ひばりの会さん 9日（木） 16：00 ～対象：小学生以上

みんなあつまれ！ たまごのオーナメント！
要予約   定員20組　 14日（火） 10：30 ～ 11：30
育児相談 17日（金） 10：30 ～ 12：00
読み聞かせ 17日（金） 11：00 ～
チャレンジタイム クライミング教室
要予約   対象：小学生　定員 20 人　
持ち物：運動服・運動靴・飲み物 18日（土） 10：00 ～ 11：30

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
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本庁舎夜間・休日開庁日

本 　 庁 　舎	 〒399-8281	 長野県安曇野市豊科6000番地	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000

穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 	 FAX 0263-82-6622

三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 	 FAX 0263-77-6060

堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 	 FAX 0263-72-4900

明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 	 FAX 0263-62-4747
古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

時間延長窓口11月7日（火）・21日（火）
 （午後５時15分から８時まで）
休日開庁日11月26日（日）
 （午前８時30分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱いま

す。事前に問い合わせください。

人口と世帯 2017.10.1 現在（　）内は対前月比
人口　98,090 人（+11）男 47,612 人（+14）女 50,478 人（-3）
世帯　39,233 世帯（+26）※住民基本台帳に基づく人口および世帯数
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美
味
し
い
り
ん
ご
に
出
会
え
る
の
が

楽
し
み
で
す
。	

Ao

◆
お
い
し
い
秋
の
味
覚
を
楽
し
む
の

も
、
お
口
の
健
康
が
第
一
。
↑
を
参

考
に
し
っ
か
り
噛
ん
で
、
た
く
さ
ん

味
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。	

Ts

↑

顎
がっか

下腺
せん

への刺激
あごの骨の内側の柔らかい
部分を❶～❺の順で押す。

舌
ぜっか

下腺
せん

への刺激
親指であごの下から
舌の下を押し上げるようにぐーっと押す。

耳
じ か

下腺
せん

への刺激
指４本で耳たぶの前の頬を
後ろから前へ円を描くように回
しながらマッサージ。
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